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当市は， 昭和41年10月16 日， 2市 3 町 3 カ村が合併して， 現在の地域の新長野

市となったのでありますが， 以来ここに所在する多数の小学校・中学校の建物に

ついては， 都市化現象を除き， 老朽校舎の改築等を重点として進めてまいりまし

た。

塩埼小学校の改築は， 所定の計画のもとに昭和52 年度から実施することになり

ましたが， 現在地は埋蔵文化財の豊かな包蔵地でありますことが， 早くから想定

されていましたので， 教育委員会の各担当間において， 熟談， 協議の結果この該

当地を記録保存することになりました。

そこで， 発掘調査には， 教育委員会の委託を受けた長野市遺跡調査会があたる

こととなり， この結果， 本書遺跡発掘調査報告書の刊行をみることにいたったも

のであります。

文化財の健全な保存は， 現状のままで永久に後世へ伝えることが本旨でありま

すが， 今回の発掘調査にあたっては， 関係者がよく理解し協力して， よい成果を

収めることができましたことを喜びとします。

新しい校舎は恵まれた環境にあり， ここでは関係者がこぞって建物の管理に留

意し， 教育目標の達成に動かされますと共に， 文化財保護の高揚と善良な保存に

あわせてその活用に努められますことを願ってやみません。

本書が， 記録保存の役目を荷なって， 長く埋蔵文化財の保護の基に， 一つの活

用となることができますなら， このうえない幸いであります。

この報告書が発行されますにあたり， 酷暑炎天の中をものともせず， 発掘調査

目的に添って， 惜しみない努力と精進をいただいた， 長野市遺跡調査会の皆さん，

ならびに， 非常なご熱意を示してご援助くださった多くの方々に， 厚くお礼を申

し上げます。

昭和53年3月25日

長野市長 柑l 闊(:iE え：
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埋蔵文化財の保存処置を， 法的に強く求められてきましたのは， 比較的新しい

時期からであります。

当市の広い地域内には， 埋蔵文化財の所在地として， 確認されていますものが

約1400カ所近くあります。

塩崎遺跡群の存在については， 早くから注目されていた地域でありましたが，

同地域に建てられている塩崎小学校の建物は， 老朽化が基だしいので， 敷地を変

えて改築することになりました。

当教育委員会では， 長野市から委託を受けて， この遺跡の緊急発掘調査をする

ことになりましたので， 関係担当課と慎重に協議した結果， 昭和52年7月 3 日か

ら同17日までの間に， これを実施したのであります。 発掘調査には当委員会の委

託を受けた長野市遺跡調査会があたりました。

きびしい炎天下にもかかわらず， 遺跡調査会の各調査員の皆さんがその責務を

重んじられ， 予定の期間内に滞りなく発掘調を遂行されて， 多大な成果をあげら

れましたことは， ご同慶に堪えません。

発掘出土品の中には， 報告にもありますように， 須恵器杯形土器の「専司」を

刻字した土器などがありますが， 確かに当時の文化程度を伺うことのできる有力

な手がかりの一つであります。

ここに遺跡調査会担当者のご努力により， この報告書を刊行できましたことは，

大きな安どであります。

この報告書によって， 埋蔵文化財の価値を深めていただき， 遠い過去の人々の

生活に思いをはせながら， 変動のはげしい現代社会において， よりよく生きるは

ぐくみともなれば望外と思います。

最後に， 長野市遺跡調査会の皆さん， 地域等において限りない支えとご協力を

くださった皆さんならびにあたたかい励ましをいただいたご関係の方々に， 衷心

から感謝を申し上げます。

昭和53年 3 月 25日

長 野市遺跡調査会長
長野市教育委員会教育長

中村博



例 百

1. 本書は昭和52年度に長野市・長野市教育委員会と長野市遺跡調査会との契約

に基づいた発掘調査報告書である。

2. 本書は調査によって検出された遺構・遺物をより多く図示することを重点に

おいた。 尚遺物の詳細については図前頁に表にして記した。

3. 遺構図は片山が担当整図した。

4. 遺物の実測は片山， 原， 鳥羽， 百瀬が担当し， 原が整図した。

5. 遺構写真は矢口が担当し， 遺物は原が担当した。

6. 土器拓本は百瀬が行なった。

7. 遺物実測図中， 推定復元可能なものは鎖線で， 黒色処理されるものはrmで，

赤色塗彩のものは淡朱色でそれぞれ表示した。

8. 遺構， 遺物の執筆は各調査員の住居址遺構カ ー トにより調査員協談のもとに，

主として矢口が行ない， その責は矢口にある。

9. 遺物や関係図面， 諸記録は長野市教育委員会で保管している。

10. 本書の編集は事務局で行ない， 森嶋稔調査団長の校閲を受けた。

11. 印刷関係の業務は， 事務局が担当した。
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第1章 発掘調査の経過

第 1 節 発掘調査に至る経過

長野市は市立小・中学校の老朽校舎改築事業を進めているところであり， 昭和52年度におい

て本遣跡所在地塩崎小学校東校舎東半分 （第1 期）の事業が計画され， 6月議会の 議決を経て

工事着工の運びとなっていた。 長野市教育委員会はこの計画にもとづき周辺の資料採集分布調

査を実施し， 過去の調査， 出土地点及び地形等を鑑み， 弥生時代から平安時代にかけての集落

址の存在を予想した。 この結果により校舎改築担当課 （教育委員会学校施設課）と協議を重さ

ねる一方， 長野市遺跡調査会委員と相談し， 調査団の編成， 調査時期及び塩崎小学校PTAの

協力状況等の作業にかかった。 調査団長は塩崎地域で調査研究を進めている森嶋稔上山田小学

校教諭に委嘱し， 調査団を編成した。 調査期日はおりしも梅雨時であったが， 校舎改築工事期

日 ・ PTAの協力体制等から第1期工事分 780m2 を昭和52年 7月3日から 7月17日まで実施す

ることにした。

第 2 節 調 査 日 誌

7月1日（曇のち雨） 本調査に先きだち， 表土及び包含層上部までの土砂撤去を目的として

重機による作業を開始する。 午後雨になり， 作業を中止。

7月2 日（暴） 前日に引き続き重機による作業を行う。 表土下約120cmまでの 土砂を 撤去

する。

7月4日（曇） 前日と同作業を行うも， 一部に遣物の散布が認められるようになり， また直

機キャタピラー 輪立中に焼土が確認できるようになり， 遺構上面に達したと判断し， 調査がで

きるよう整地に重点をおいた。

7月5日（睛） 重機は西方から整地したため， 東側に多くの撤去残土を残し， その処理をす

る。 本日より本格的調査に入る。 重機残土処理を西側から行うも， 廃土処理に苦慮し， 調査地

縁に運ぶ。 この間， 調査用グリットの設定を行う。 調査地に沿って南北をアラビア数字の10を

基点とし， 東西をアルファベットで表し， A地区をA-Yまで設定し， 順次これをB地区のそ

れと繰り返すことにした。 グリット設定地より調査を進行する一方， 遣構確認につとめた。 遣

構は推定で 14ケ所を数え， 住居址と推定される。 遺物は平安時代のものを主流とするが， 弥生

時代のものも含まれ， 時期的複雑さを予想される。
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7月6 日（曇） 重機による残土処理も大詰， 今日は 2種のブルト ー ザー， バックホ ーにより整

地を行う。 調査は昨日と同様作業を行う。 予想遺構（住居址）は更に7ケ所を確認する。 南端に

至って弥生時代遣物が多くなる。 遺構調査もあわせて行う。 一番明確な遺構第11号住居址より

調査にかかる。 遺物は少ない。

7月7 日（晴） 重機による残土処理。 第11号住居址の精査及び写真撮影， 実測作業を行う。

第 1 号 ・ 4 号住居址の掘り下げにかかる。 第11号住居址のカマド中より 2 個体の甕形土器が同

西側ピットから同器種の完形に近いものが出土した。 この他第11号住居址覆土から刻字土器が

また残土整理中， 磨製石斧•同石鏃を得た。 柳原正之市長等来訪。

7月 8日（晴） 第1 号住居址の柱穴・ カマド周辺の精査 ・ 第1 · 4 号住居址の写真撮影・実

測作業を行う。 この他昨日に引き続き東側地区の遺構の確認に全力を上げる。

7月 9日（曇） 東側地区の遺構の確認を急ぐとともに， 第 2 ·12·15·17号住居址の掘り下

げをあわせて進行する。 更級埴科地方誌編纂委員7名の見学あり。

7月10日 東側地区の遺構の確認を今日も引き続き行う。 第15号住居址ピット ・ カマド周辺

の精査， 第 8 号住居址の土器溜りの検出 作 業 を 行う。 第12·15号住居址の写真撮影·実測作

業を行う。 本日より新たに第3 ·16·20号住居址の調査にかかる。

7月11日（雨） 前日に引き続き遺構検出作業を進めるも， 調査開始前に一時上がった雨がま

た降り出し， その量を増すようであり， また遺構も床面近くと微妙な検出ヶ所であったので，

10時15分 本日の作業を中止する。 新たに第10号住居址の調査にかかる。 第10号住居址より須恵

器高杯形土器 ・ 杯形土器が出土した。
7月12日（晴） 新たに第2 • 23号住居址の調査にかかる。 第12·16• 17• 21号住居址の写真

撮影， 第12·20号住居址の実測作業を行う。

特記遺物として第9号住居址覆士からとり上げた士器内に， 前日の雨に洗われ「専司」の刻

みがある須恵器を発見した。 この地点は住居址の密集地であり， 採集後であれば， 出土地点は

定かになれなかったが， 出土遺物はそのまま出土地点ごとにまとめておいたため， 偶然的に発

見したものである。

7月13日（曇） 第 9 •14·19号住居址の調査を開始する。 第 2 · 5 号住居址の写真撮影， 第

2 · 5 ·16·17号住居址の実測等の作業を行う。

7月14日（曇．雨） 昨日に引き続き第13号及び新たに第9 ·19·24• 26·30号住居址の調査

を進行する。 第 9 ·13·22·23号住居址の写真撮影· 実測を， 第17·21号までの検出遺構の総

体的写真撮影を行う。 第9号住居址の床面に焼土を検出する。 この他東壁の1部を確認したの

みの第6 · 7 号住居址の確認を行うも， 遣物は甕形土器片のみ各数点を得たのみである。 郷土

を知る会 3 名来訪。

7月15日（時々断続的降雨あり） 第10·14·18·28号住居址の検出と， 第26·27号住居址の

確認と掘り下げを行う。 第3 ·10·14·18·19 ・ 21·22·24·29号住居址の調査と精査を進め

るとと も に検出 確認後写真・実測作業を行う。

2 



7 月16日（曇） 前日までにすべて確認した遺構を検出するも， 新たに第31 · 32号住居址が確

認され。 調査を進める一方， 既検出遺構の精査・写真撮影等を行う。 第22号住居址の床面を追

求したところ， 各壁下に石列を検出し， ほぽ直線になるようである。 また第28号住居址内に長

方形の土瀕があり， それの検出をいそぐ。

7月16日（雨暴） 前日確認・検出した遣構の写真撮影， 実測作業を行う一方， 乎板による全

体遺構分布測量を行う。 また基準点の標高を求める作業も合わせて行う。 これにて主なる調査

を終了した。

7 月17日 器材撤去， 一部カマド等の諸施設の精査を行う一方， 残存遣楷の検出・写真撮影

・実測作業を行う。

7月20日 重機による検出逍構面の整地。
10-12月 遺物整理 （洗浄．註記・復元）作業
2月-3月 復元作業の他残り一部の洗浄註記作業， 実測図整理・整図， 遺物実測・整図．

写真・拓本等を行い， 執筆作業を行う。

第3節 調査会の編成

本調査会は埋蔵文化財の保護・保存及び， 調脊企画を主なる業務とし， 調査結果を有効に生

かすため設立されたもので， 調査会構成は以下の通りである。

1 調 査 ムコ

会長 中村 博二 長野市教育委員会教育長

委員 米山 ー政 長野市文化財保護審議会会長
-'/ 桐原 健 ，，，， 委員
/,, 森嶋 稔 調査団長
/,, 横山 勝 長野市教育委員会 教育次長
ク 関川千代丸 嘱託
� 矢口 忠良 -'/ 社会教育課主事

監事 松坂 輝朝 /,, 庶務課長

2 調 査 団

調査団長 森嶋 稔（日本考古学協会員・上山田小学校教諭）
ク 主任 矢口忠良C ,,,, 長野市教育委員会主事）

調 査 員 片山 徹（県考古学会員・信大学生）
ク 鳥羽英継 C ,,,, ,,,, )  

原 明芳(

百瀕久雄（

-'/
 

-'/
 

ノヽ

）

ク
ク‘
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（補助団体） 塩崎小学校 •同 P TA ・ 事業主体者 （学校施設課） ・ 同請者（柳 原 工務店

· 笠原建設共同体）・長野西高地歴班

作業員 北村浪三 ・ ニ瓶留冬 · 小幡つゆの ・ 村 田 邦夫 •水野茂利 •荒井なか子 •宮崎敬一

塩入二郎・丸山穂積 •宮崎武雄・ 中村康彦·安藤妙子 ・ 宮崎秀夫 ・ 荒井君江•宮崎美智

子 ・ 和 田正子 ・ 倉石幸子 ・ 北村 き よ子 ・ 柳沢伊都海 ・ 北沢元雄・矢島和光 ・ 大道栄一 ・

松林英雄•宮本基江•島 田 ミ ヨ 子 •島 田 かつし•北村俊享•岡主税•伊藤みつ江 ・ 小島

久 子 •吉沢米子 ・ 小山静子・倉石金治郎 ・ 住沢静子 ・ 百瀬京子 ・ 山田貞子 ・ 横井せい子

• 宮崎音和・樋 口寿朝喜 •久 保 田大 ・ 大島勇喜三・樋口けさ子・北村孝雄•宮崎千広 ・

宮崎信子 ・ 宮崎雅子 ・ 山口哲男 ・ 和 田 哲 •宮崎 日 出子・宮崎嘉子 ・ 高沢豊宏 ・ 権田隆美

• 山田忠弘 ・ 三宅誠司 ・ 小出正江 ・ 臼井幸人 ・ 三沢道子 ・ 小宮山孝一 •青山康男 • 伊藤

当子・斉藤幸助 ・ 風間みさを• 宮崎静波・片桐恵美子・鈴木松子 •関明信•鎌 田 重子 ・

小幡智子 ・ 上原光子・後藤優子・上原光子 ・ 丸山久 子•渡利悦子・駒村満 · 北村幸子 ・

北村かね子 ・ 山田 ケサ ミ •坂口礼子 ・ 荒井和枝 •宮崎公子・風間 き ぬい ・ 小山美作子 ・

北村みち江 · 小島志江子 ・ 西沢かつ子・北村信子 ・ 駒村よ り 子 ・ 伍戸けさみ ・ 称津悦子

• 北村文子 ・ 山本孝子 ・ 丸山道子 ・ 山本貞子 ・ 古川昭子・滝沢清志 ・ 風間豊子 ・ 鈴木君

子 ・ 宮崎和美 •伊藤た き 子 ・ 宮崎重信•石川清美 •平松森子 ・ 小幡帆夫 ・ 樋口太一

（長野西高地歴班） 万羽美奈 ・ 中村悌子 ・ 湯 田 千亜紀•西内浩美 •坂口恵子 ・ 中村千寿子

•中沢恭子 （顧門 東福寺利雄）

図面整理等作業者 矢口栄子・赤羽史子・阿部美和子

こ の他同地区区長の方 々 ， 同小学校改築期成同盟会及び本調査に協力いただいた前記した方
々 に末節末文ながら， 記して惑謝の意を表します。

事 務 局 事務局長 （社会教育課長） 丸山喜正

担当局員 C ,,,, 補佐） 松橋 順
,,,, C ,,,, 文化財係長） 内 田早苗

,,,, C ,,,, 主事） 矢口忠良

,,,, C ,,,, 嘱託） 関川千代丸

4
 



第 2 章 遺跡周辺の環境

第 1節 地 理 的 環 境

東西の山地間を千曲川の縦貫によ り 形成された地形で， 本遺跡上流の現戸倉上山田地籍付近

から顕著なる土砂推積による沖積地を認められる。 こ れよ り 上流は河岸段丘及び扇状地形にな

り ， それに前記河川のかかわ り の中 で構成 し ているのに対 し， 本調査周辺は堆積による地層上

昇も考えられるが， 千曲川に流入する河川による扇状地の高低差はそれ程感 じさせない。 また

長野市において山地間山麓の東西巾は約2 0kmと広く， 長野市がのる沖積地は犀川の影響が大

き く 作用 し てお り ， 本調査地に近接する篠 ノ 井市街地から以北では こ の傾向が顕著にみられる

ようになるが， 本遺跡においては聖川の影響が強 く みられ， 犀川に比べその流量， 土砂運搬量

は比べものにならない こ とは地形を見るまでもないが， こ の河川がもたらした土砂によ り 千曲

川を東へ追いや つた こ とは事実である。 こ の こ とは， こ の付近から北流 してきた千曲川は， 流

路を徐 々 に東に向け， 横 田 付近で更に東に変え， 松代市街地西端に ま で至る こ と で理 由 付けで

きる と こ ろ である。 し か し 流路変更をさせた聖川の主要堆積は信更地区の水 田面たる帯状の一

次的堆積によ り ， その 力を激減する。 現在 こ の河川は現水 田面よ り 約3 mの天井川になってお

り ， 古 く から この河川の制御が行なわれていた こ と を物語る。 さて本遺跡に影響を与えた左岸

の状況をみるに， 越， 見林， 石川にみる扇状地状河岸段丘の緩傾斜高地があ り ， その前面は千

曲川旧河川による 巾の広い水 田面たる凹地になる。 現集落及び果樹園は千曲川が形成 し た所謂

自 然堤防にな り ， 現河川までは旧流路 （支流）の繰 り 返 し で小起伏がある。 即ち地形断面は山

麓 （扇状地）の緩煩斜， 平坦部的構造 （河岸段丘）， 凹地 （後背湿地）にな り ， また微高地の 自

然堤防及び河川敷， 千曲川となる。 地 目 は既 し て山麗付近の地形上は集落， 畑地， 果樹園にな

り ， 自 然堤防上は同種のものが， また凹地は水 田とな り ， 自 然堤防と現河川間は堆積砂質土を

利用 した畑地になる。 この傾向は古代を通 じ 現在までの地形利用を一貫 している。 ちなみに こ

の周辺の字は河川敷で河原を用いたものが多く， 自 然堤防上では屋敷， （中）条， （松）節， 一本

木， （伊勢）宮， 山崎等があ り ， 集落に基づいたもの， 耕地割によるもの， 地形によるものが主

であ り ， また後背湿地たる凹地には原河， 岸 田， 畑， 柳を付 した字名が多 く なる 。

第 2 節 歴 史 的 環 境

この調査地付近は所謂考古学上の歴史から中世， 近世を通 じ， 事実事象が多い重要地域であ
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るが， 本節では考古学的研究対象を主題として述べていくため前記部分 は割愛する。

本遺跡は千曲川左岸の 自 然堤防上にあるもので， 塩崎遺跡群遺跡として把握され， 内 に 松

節， 伊勢宮， 中条， 一本木， 小学校付近， 町屋敷地点を含む。 この北に同 じ 自 然堤防上に位置

する篠 ノ 井遺跡群， 南に稲荷山遣跡群がある。 これらは一連の遺跡と考えられ一応の区切 り と
註 1

して小河川をもって群を把握したにす ぎない。 この他凹地水 田 面には後出の条里状遺跡等の農

耕地があ り ， 山麓， 扇状地， 河岸段丘上には山腹頂部の越将軍塚をは じ め城山地区古墳群， 四の

宮地区古墳群， 薬師山古墳群， 見林古墳群， 丸 山古墳群があ り ， これらの内に八幡宮古墳， 鶴

萩古墳， 中郷神社前方後円墳， 池の上古墳， 丸山第4 号墳等の著名なまた市指定史跡となるよ

うな古墳がある。 これに対し集落址として古墳の他低位において， それも水 田面とさして比高

差のない位置から縄文中期の遣跡が存することは特異であ り ， また現堤防よ り 千曲川の河川敷

内に同時代後期の堀の内遺跡があ り ， 今後の調査に期待される。 これは本地において異質なも

ので， 山腹， 山麓は古墳時代と平安時代に限 り その遺物を採集することがで き る。 それよ り 下

段の水 田面 （生産面）に接する地域からは前記したものを除 き， 弥生時代後期の箱清水式土器

を確認するのみで， 弥生時代中期以前のものは確かめることはなかったし， 古墳時代遣物とし

て確定で きるものもなかった。 この点本調査地を含む遺描の性格があるように思える。 これら

はそれぞれの位置， 立地の中で， 各該期にあたるものが連携して存続していたものと考えられ

る。 主体が本調査地がのる 自 然堤防上にあ り ， それによ り 派生した様 々 な事象をこれらの中か

ら理解され得る要素を多分 に含んでいる。 それは弥生時代における銅鉾及び同形石製模造品の

問題， 同時代における単発的遺跡及び古墳のあ り 方とそれを形成した主なる集落地の存在及び

平安時代における拡張的拡散 の状況等， 内 含する問題を解明する上で主要な要素を含んでいる
註 2

ということであ り ， 善光寺乎における重要な遺跡の一つである。

このような中で本調査の主なるものをみると， 小学校付近と称される本調査地は プ ー ル造成

の際， 多量の弥生時代後期の遺物が出土してお り ， また体育館 （購堂）建築時にもそれらが確
註 3

認されている。 町屋敷遺跡では灰釉陶器の薬壷形の大形壷が完形のまま出土し注 目 され， やや
南の伊勢宮地点遺跡では縄文晩期から弥生時代の主なる遣跡をもとに弥生時代研究の進展をも

註 4
たらし， またそれを基礎とした研究が進んでいる。 荒井藤四郎氏はこの遺跡群をは じ め， 周辺

地の遺物採集を進め， この地の先駆的考古学研究をもたらした。 この他松節地点遺跡では小島
註 5

貞雄氏によ り ， 銅鉾及 び同形石製模造 品 が 検 出 さ れ ， 内 容において銅鐸文化圏を超えたところ

からの出土であ り ， 重要な問題を提起している。 以上のとお り 考古学上のその生活史・文化地
方史の全般を覆う問題提起と， 解明されうる要素を多分 に含 んでいると考えられ， 今後の調査

註 6
及び，研究に期待がもたれる。

註 1. 古墳及び古墳群の内容は次のとお り である。
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1 .  古 墳

所 在 地 地形 古 墳 名 称 摘 要 （特 徴） 備 考 （調査時） 指 定 等 ・

越 将 軍 塚 山頂 将 軍 塚 前方後円 石室割石積後円34m • 同高7. 4m 前方後方墳の説あ り 市指定史跡
同 東谷 山腹 東 谷 古 墳 円墳 径 7. 0 高2. 4
同 城山 台地 城 山 古 墳 円墳 径 13. 6 高 2. 9 横穴石室
長谷 八幡宮 山麓 八 幡 宮 古 墳 円 径 17 高 5. 2 変形四獣鏡 • 剣 ・ 管玉 • 小玉
同 平 山腹 乎 古 墳 円 径 15. 5 高 2 . 7 横穴石室 奥行 6m 石室高 1. 7m 
鶴 萩 山麓 鶴 萩 古 墳 円 径 15. 5 高 2. 9 横穴石室 II 9. 65m高 2. 82m 市指定史跡
四宮中郷社内 台地 中 郷 古 墳 前方後円 長 51 後 円径 26 高 6 培塚 7 基現在 2 基残存 市指定史跡
同 境内 台地 同 陪 塚 円 2 基 径 7. 0 高 2. 0 前後 石室埋納等不明 勾王 ・ ク ツ ワ
四宮 秋葉山 山腹 秋 葉 山 古 墳 円 径 7 . 0 高 1 . 9 半壊 横穴石室 天井石 1 枚残存
同 小 日 向 山腹 小 日 向 古 墳 円 ” 石室の一部のみ
同 小 日 向 山腹 大 伯 母 古 墳 円 経 11 . 0 高 2. 5 ” C ? )  
同 将軍山 山頂 将 軍 山 古 墳 円 径 32m 高 3. 7 主体部不明
同 薬師山 山頂 薬師山第 1 号墳 円 径 26 . 0 高 5. 6 未発掘 （ ？ ）
同 上 同 山腹 同 第 2 号墳 円 径 2. 4 高 0. 6
同 上 同 山頂 同 第 3 号墳 円 径 4. 5 高 0. 7
同 上 同 山頂 同 第 4 号墳 円 径 4. 5 高 0. 7 ） 旗塚の伝承あ り

同 上 同 山頂 同 第 5 号墳 円 径 5. 0 高 0. 9
） 径 2-sm 祠釦知古墳同 上 同 山頂 同 第 6 号墳 円 径 5. 0 高 0. 6

同 上 同 山頂 同 第 7 号墳 同 径 4 . 5 高 0. 75
池 ノ 上 山腹 池 ノ 上 古 墳 円 径 15 高 5. 1 横穴石室 市指定史跡

'1 



2 .  形跡及び伝承等 に よ り 確認 し て い る古墳

所在地 ピ�
備 考 （伝 承）

東（湯 ノ
谷
崎） 山腹 ナ シ/ 明 治中期畑開墾の際金環 · 刀等出土， 現在乎地

東 谷 // ナ ツ 宮崎貞ー氏宅と ト ン ネ ル中間 • 明治時代崩壊

東 谷 平地 石室の石 風間梅干之助氏裏畑 • 玄室の奥壁石一枚立つ

城 山 山頂 ナ 、ン 赤沢城跡本丸附近
） 明治時代崩壊” 山腹 ナ 、ン 城跡の 南西畑

” ” ナ シ/ 太子堂南 • 鉄道布設のため切崩す

青屋敷 ” ナ 、ン 長谷
玉

神
等

社
出

南五十米 • 明治中期 ま で丘上に老松あ り ， 開墾の際， 土器 ・ 刀 ・

勾 土
小 日 向 ” 小 祠 鳥坂道の南下側 • 桑畑中の空地

// ” ” 前号の西北三十米の山林中
” I 11 I ナ シ 伊藤捨三氏所有畑
” ” ナ ツ 大伯母古墳西方五十米の畑地

葉師山 ” 小 祠 鳥坂道小 日 向屈曲 よ り 北東五十米の山林中

見 林 ” 小石堆稜 宮本貞雄氏宅北西隅
” ” 小 祠 島田実氏宅裏
” I 11 I ナ シ' 立山氏宅西の畑 • 島田翁算塚の碑石は こ こ か ら搬出 と い う
” I " I 杏樹 と 石 前号の西約三十米
“ I 11 I ナ ッ 前号の南 ・ 開墾敷地 してその跡不明

◎以上見材五墳の他に三墳があ っ た と 云われ， こ の地名 を 「ヤ ツ カ 」 と 呼

上記表は 『塩崎村誌』 に よ る も ので あ る が ， 1 は 『信濃考古学総覧』 を消水昭治氏が是正 し， 備考以下
は筆者が付け加えたが， 同誌中消水氏他の調査に よ り 確認 さ れた も の を根拠 と し て い る。

註2 集落址

1 塩崎遺跡群

伊勢宮遣跡 縄文時代晩期土器 ・ 凹石 ・ 打製石斧

弥生時代 前期 ・ 中期 ・ 後期土器 • 石包丁 • 磨製石鏃 • 太型蛤刃石斧 • 硬

玉原石 • 碧玉原石

松 節 遣 跡 縄文前期土器 ・ 弥生時代後期土器 ・ 銅鉾 • 石製模造鉾

こ の他各地点遺跡 よ り 前記時期他古墳時代 ・ 歴史時代 の土師器 ・ 須恵器 ・ 灰釉陶器等が全域

に 分布 し ， 大集落が予想 さ れ る 。 尚 本遺跡発見及 び追物の確認は荒井藤四郎氏に負 う と こ ろ が

大 き い。 ま た銅鉾 • 石製模造鉾は長野市指定文化財 と な っ て い ， 発見者の小島貞雄氏が保管 し

て い る 。

2 上見林遺跡 山腹の段丘上平担部にあ り ， 縄文時代石鏃 ・ 打石斧及 び平安時代土器片が出

土 し て い る が， 量は少 な い 。

3 下見林遺跡 中郷神社 の北側 の 山腕にあ り ， 平安時代土器片が若干出 土 し て い る 。
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4 絣下遣跡 山麓端台地にあり， 弥生後期及び平安時代士器片が多量に認め られる。

5 鶴前遣跡 山麓斜面上にあり， 弥生時代， 平安時代の遣物が出土しているが， 散布巌は少な
し 、 ゜
6 戸部間遣跡 水 田面よりやや高い平地にあり， 縄文中期土器片 ・ 磨石斧•石鏃及び平安時代

土器片が出土している。

7 会下追跡 城山山麓の緩傾斜で， 平安時代を中心とする追物が採集されている。

8 立町遣跡 低い台地上にあり， 平安時代遣物が出土しているが， 量は少ない。

註 3 昭和35 年のプ ー ル， 同40 年の体育館建設によるもので ， これ ら の遺物は旧塩崎中学校

に保存されていたが， 周辺中学校との学校統廃合により， 幻の追物となっている。 弥生時代後

期の壷 ・ 甕形土器等の完形あるいはそれに近い形で発見されたものが多数あったと伝 え られて
し ヽる。

註 4 磯崎正彦 「伊勢宮遣跡の古代弥生式土器」 『信淡』 昭和34 年

註 5 昭和 8 年の深耕に よ る偶然的発見で， その後昭和26 年に米山ー政氏の発掘調査が実施

された。

註 6 本節の基本資料として 『塩崎村史』 （塩崎村史刊行会， 昭和46 年）を使用した。

，
 



第 3 章 遺 構 と 遺 物

本調査において確認 ・ 検出した遣構の種別は， 住居址 ・ 土猥及び柱穴群の 3種である。 住居

址は調査地全面に認められ， 複雑に重なり合い， 密集する傾向にある。 単独で検出されたもの

は第15 号住居址の 1軒である。 また今回の調査で検出したものは30 軒で他に確認したもの 2 軒

であり， 総数32軒に及ぶ （第3図 • 第2 - 5 図版）掘り込み確認土層面は黄褐色砂混り粘質土

層で， 覆土は黒褐色粘質土を基本 と している。

第 1 節 住 居 址

l. 第 1 号住居址 （第4 • 12図第6 · 20図版）

遺構 プラ ソは カ マ ド所在地 と 対壁の中央を結んだ線を主軸 と する と ， 主軸方向が N - 30 °

- E を指し， 主軸長 (5. 55) X 東西軸 5. 85mの不整隅丸方形である。 尚 本追棉の北壁は調査地

の外にあるため未確認である。 壁は直に近く南壁 15cm ・ 東壁 31cm · 西壁 15cm を測り， 今回

の調査では比較的深い掘り込みである。 主柱 穴は 4 本の方形配列で， P 1 vま径58cm, 深さ 22cm

で他のP2 • P4 vま径 3 0cm代， 深さ 20cm代をそれぞれ計測する。 P1 · Ps は第3 号住居址の主柱

穴である。 床面は平担で軟弱である。 覆土に頭大から挙大の円 • 角礫が多 く 認められる他， 遣

構確認上面において炭化物が多く認められ， その堆積は薄い レ ン ズ状を呈していた。 これは後

世の遺構 と 考え， 追求したが明確なる結論は得られなかった。 カ マ ドは北壁中央よりやや東側

に構築され， 所謂粘土製両袖型のものである。 内部は焼土が残存しており， 中央に支石 と 思わ

れる河原石が横転していた。 焚口の両側は立石をもって構成し， その間に甕形土器 2 個体が口

縁部を西に向け直線的に重さなりあ う 状態で発見され， 上面は再焼成を受け， 色調が変化して

いる。 規模は主軸 (1. 35) X 焚口袖石間 1. 0 6mを測る大形のものである。 この他p3 東に長軸80

cm, 深さ 25cmの卵形の土猥状遺構があり， 内より完形に近い甕形土器を得た。

遺物 前述した甕形土器の他， 高杯形土器， 杯形土器の器種が出土している。 杯形土器は椀
形的なものが多い （第12図 2 ) 。 この他 1のよ う に丸底気味で口縁部が更に外開し， 端部付近

で立ち上るものもある。 高杯形土器では 3のよ う に脚部が筒形で， 裾部が外開する も の が 多

く， 杯部の中位の稜は明瞭でない 。 この種の量は 多くない。 甕形土器には体部 が 球 形 に な

り， そこに最大径を有するもの C 4 ·5 ) と 最大径が口縁端部にあり， 体部が所謂鳥帽子形を

呈し， 長胴なものの二種がある ( 6 -9)。 前者はヘラ， 指頭によるナ デを基調 と する整形にた

いし， 後者は 6 が外面をタテ ヘラケズ リ が施こされ， 内部は横位に施こされた後ナ デ整形によ

るが， ケ ズ リ 痕跡を残す。 他の体部外面は櫛状工具 （ヘラ） により上から下への整形により洩
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い擦痕を残すが， 成形により， その範囲が限定 さ れる。 ま た成形においての特色 と して， 図示

した 3点 と も体部下半に擬口縁を有する点注意 さ れる。 この他蛇文岩製の未製品が出土した。

2. 第 2 号住居址 （第 4 · 23図 ， 第23図版）

遺構 プ ラ ン は方形を呈するものであろ う が， 第1号住居址により西壁付近の一部を除き大

部分 が破壊 さ れる。 南北軸は N - 10° - Eで， この軸長は 2. 55mである。 掘り込みは直に近 く ，

床面 レベルは第1 号住居址 と 同 じ である。 床面は平担で軟弱である。 他の遺構は不明である。

遺物 杯形土器 ・ 甕形土器片が数点出土したのであるが， その破片は第1 号住居址のもの と

類似する。 この他覆土中より弥生時代甕形土器片を用いて径 2. 4cmの円板があり中央に凹を有

する （第23図 4 )ものが出土した。

3. 第 3 号住居址 （第 4 図）

遺構 フ゜ ラ ソ は隅丸方形を呈するもの と 思われるが， その規模は第 1 · 2 号住居址により西

壁の一部を除き全壊 さ れ， また北壁は未確認であるが， 調査で検 出した部分 は3. 70mで， 少な

く と も一辺 5m以 上 と 推定 さ れる。 壁は直で， 床面 レ ベル• 主軸方向 と も第1 号住居址 と 同 じ

である。 主柱穴は 2 ケ確認 さ れ， P1 · Ps であるが， 配列は方形である と 思われる。 径は大き

く 70cm内外で， 深 さ は10cm, 16cmと 洩い。

遺物 出土量は皆無に近 く ， 特に該期のものは 4 点の甕形土器片にす ぎなか っ た。

4. 第 4 号住居址 （第 4 · 13図 ， 第 7 · 23図版）

遺構 調査地最西端より 検出したもので， 第5号 住居址を切り， 西壁の一部は未確認であ

る。 プ ラ ンは主軸 2. 90X 短軸 2. 78mの， 主軸方向をN - 40° - E と る方形で， 掘り込みは直に
近く， 北壁 22cm·南壁 33cm·東璧 24cm· 西壁 34cmを計測し深い。 床面は平担で軟弱であ

る。 柱 穴はなか っ た。 カマ ド は北壁中央付近に設けられ， 粘土製両袖型である。 規模は主軸40

x 焚口袖間 60cmである。 内部より甕形土器体部片・ 自 然石 1個を検出した他， 床·壁面に焼

土を残す。 またカマ ド右手に北壁に向か っ て傾斜する床面に比して最高7cmの浅い落ち込があ

り， 貯蔵穴 と して利用 さ れたであろ う と 思われる。

遺物 出土量は少ない。 糸による切離痕を有する杯形土器片 ・ ロ ク ロ 整形痕を有する甕形土

器片及び須恵器甕形土器 （第13図 1) . 土錘 ( 2 ) が出土したのみである。
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5. 第 5 号住居址 （第 4 図， 第 7 図版）

遺構 第4 号住居址により南・西壁隅が破壊される。 プランは南壁がやや開 く 不整方形で，
東西軸 2. 44 X 南北軸 2. 04mの小規模なものである。 長軸方向は N - 10 ° -W を指す。 壁は直

で， 掘り込みは 5-llcmの範囲内にあり， 浅い。 床面は平担で， 軟弱である。 追構中央西北

よりに東西にやや長い 77 X 7 0cmを測る土頒状ピットがあり， 更に内に 28X 24cm·深さ 12cm

のピッ ト を有する。

遺物 覆土中から量は多 く ないが， 弥生～古墳又は平安時代であろ う 土師器片を得た。 その

内訳は弥生時代甕形土器片 7 点 と 土師器杯形 ・ 甕形土器片 2 点を得たのみである。

6. 第 6 · 7 号住居址

遺構 調査址最西端に位置し， たぶん住居址であろ う と 確認したもので ， その内容は不明で

あるが， 壁は直の状態で， 床面は軟弱である。 掘り込みは各々東壁下で16cmを確認した。

遺物 確認調査での出土遣物はなかった。

7. 第 8 号住居址 （第 5 · 13図， 第 7 図版）

遺構 西端の重複遺構群内にあり， その う ち最も新しい遣樅である。 プランは方形を基本 と

するが， 東壁の中央付近がつぽまる。 主軸 3. 35X 短軸 3. 2mで ， 掘り込みは直に近 く ， 北壁が

最も深 く ， 24cmを測る。 主軸方向は N -4 0 ° - E である。 床面は平担で軟弱である。 カ マドは

東壁中央よりやや左手に位置し， 長軸 5Q X 袖間 50cmの小規模な粘土製両袖型で， 端部に袖石

たる立石がある。 内面は焼土で埋まり， 土師器甕形土器片， 自 然石を検出した。

遺物 カマド内の体部ヘラケズリの甕形土器の他， 須恵器蓋形土器 ・ 杯形土器を主 と して出

土した。 蓋形土器は偏平の平担な天井部 と 口縁部の嘴状端部を有するものである。 杯形土器に

おいては， 士師器 （第13図 5 ) が， 糸切離痕を中央に残し， 周辺がヘラケズリされるのを特色

と する。 他は須恵器で， 糸切離痕を残し体部は ロ ク ロ 整形痕が顕著に残る。 この他本住居址よ

り古い遣物 と 思われるものが覆土より， 須恵器のヘラによる切離の杯形土器( 12) と 同盤形土器

の脚部 (13·14) が出土した。

8. 第 9 号住居址 （第 5 • 13図）

遺構 西端付近に位置し， 第8 ·1 1 ・ 1 3·1 0 号住居址が上部にある。 プランは主軸方向をN

- 50 ° - Eに と る。 主軸 5. 90 x 短軸 5. 3 0 mの規模の隅丸方形を呈する。 壁高は西壁で35cmを測
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り， 南壁 9cm, 東壁 10cmである。 床面は中央がやや盛り上がり， 軟弱である。 柱穴は方形配

列で西壁の P3 · Pdi壁に近 く ， 他は東壁より 1. 4m付近にある。 形態は円を基本とするが，

P1 のみ西に延びる楕円形である。 深さは 30cm前後である。 カ マ ドの痕跡として西壁中央付近

に薄い焼土が認められたが， 形態は不明である。 この他西壁付近床面に炭化物と焼土が認めら

れた。

遺物 遺構が重複している関係からか時期を立証する資料が少なか っ たが， 重複址内の遺物

を選択した。 器種としては， 杯形土器 （第13図 15) ・ 高杯形土器 ， 甑形土器 ( 16 -18) · 甕形土

器( 19)である。 杯形土器には15のように丸底で 口 縁部が屈開するものと椀形のものがあり， ま

た高杯形土器の杯部稜線は明瞭でない。 甑形土器の底部は一孔で底部中央にあり小さい。 19の
底部には木薬痕を有する。

9. 第10号住居址 （第 6 · 13 · 14図 ， 第 8 · 20図版）

遺構 調査地西端付近の最南に位置し， 北東隅は第11号住居址に破壊される。 また南壁の一

部は未確認である。 プ ラ ン は不整の隅丸長方形を呈し， その規模は主軸 （東西） 6. 6Q X 短軸4.

38mで ， 主軸方向は N - 55° - Wである。 壁は直に掘り込まれ， 北壁 27cm, 南壁 21cm, 東壁

30cm· 西壁 25cmと割合し っ かりとした 住居址である。 主柱穴は方形配列 4本と 推定される

が， 1 ケ所は未検出である。 その大 きさは径 12� 20cmで， 深さ 4 �lOcmと小さ く 浅いもの

である。 床面は中央がやや凹み， それに向けて傾斜するが， 柱穴間の床面は堅 く 踏み固められ

ている。 カ マ ドの遺構が残存しな く ， 明確なるものを確認することはで きなか っ たが， 東壁及

び西壁下に焼土が認められた。 遺物は東壁下に須恵器大甕の頸部以上が 口 縁を床面に接して発

見された他， 住居址中央西側より同高杯形土器， 盤形土器を検出した。

遺物 本住居址からの遣物の出土量はそれ程多 く な く ， また完形品も少ない。 出土遺物中須

恵器の杯形土器が目立つし， 図示されるもののほとん どがそれである。 土師器は甕形土器とい

ってもよい。 器種には蓋 • 杯 · 盤 • 高杯 ・ 甕各形態があり， 蓋・甕形土器に後続の土器形態が

認められるが， 併 出 資料として提示する。 蓋形土器には擬宝珠形と偏平宝珠天井部から 口 縁部

にかけて弯形と杯形， 口 縁端部において嘴状と外反との違いを有し， また杯形土器 に お い て

も ， 杯形 ・ 高台付 同形 · 皿形 ・ 同形高台が付 加されるものとの差異がある。 高杯形土器はすべ

て須恵器であ り ， 甕形土器片においても須恵器のそれが凌駕する出土量があり， 明確に土師器

のそれと断定する資料も小破片で， 少な く ， 器形を推定するものはなか っ た。

10. 第1 1 号 住居址（第 6 · 14図 ， 第 8 図版）

遺構 第 8 -13号住居址内で最も新しい住居址である。 プ ラ ン は東壁のやや長い隅丸方形を

呈し， 規模は主軸 4. 7Q X 短軸 4. 50mで， 主軸方 向 を N - 55° - E をとる。 住居址の掘り込みは
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直に近 く ， 北 ・ 東壁で 26cm ・ 南壁 18cm, 西壁 30cm を 計測する。 柱穴は不明であるが， カマ

ドは東壁の中央よりやや南に偏った位置にある。 基本形態は粘土製両袖型であり， 焚口に短か

い袖を有し， 本体は壁外へ張り出し気味になる。 内部に焼土 · 甕形土器 を残す。 その他カマド
右側に東 ・ 南壁隅に長軸 65m , 床面からの深さ 16cm を測る貯蔵穴があり， 内より杯形土器の

完形品が出土した。 またこの覆土中の遺物に低い高台を有する須恵器杯形土器で， 底部外面に

「 専司 」 と 刻んだ土器片を検出したが， 後述する柱穴群に関与する遺物 と 思われる。

遣物 出土量は少ない。 杯形土器には土師器 ・ 須恵器が出土しているが， 土師器 の 方 が 多

い。 図示できるものは貯蔵穴よりのもの （第14図 6 ) と 覆土中より検出したもの ( 7 ) であり，

甕形土器においては， カマド内に残存していたもの C 8 · 9) が図示できる資料であり， 覆土

中からも認められたが断片的なものにす ぎない。 最大径が口縁端部にあり， 体部下は鳥帽子形

になる。 この他覆土中より10の盤形土器片を得たのであるが， 採集遺物内にあったので参考資

料 と して提示した。

11 .  第12号住居址（第 7 図， 第 9 図版）

遺構 西側遺構群の中央付近にあり， 第1 · 11 · 13号住居址 と 重複するが， 第11 号住居址に

次いで新 しい。 プランの基本形態は方形で， その規模は主軸3. 0 x 短軸2 . 3mを測り， 主軸方向

は N -40° - Wである。 掘り込みは直に近 く ， 深さは北壁で 20cm ・ 南壁 14cm ・ 東壁 16cm で

あるが， 西壁は第1 1 号住居址床面より 2cm 高い位置で確認した。 床面は乎担で軟弱である。

柱穴の痕跡はなかった。 カマドは西壁中央にあり， 破壊されているが， 右片袖に角礫支石が残

存する。 この中より甕形土器体部破片を得た。 また覆土下部より 自 然石 2 個を確認した。

遺物 量そのものは少な く ， 器種 と して， カマド他周辺より土師器甕形土器・杯形土器片を

得， この他覆土中より須恵器甕形土器片が出土したのみである。

12. 第13号住居址（第 7 · 14 · 23図 ， 第23図版）

遺構 西側遺構の中央にあり， 第8 · 12号住居址により破壊を受け， 第9·10号住居址の一

部を破壊する。 プラソは不整方形で， 2. 83 X 南北軸 3. 47m の規模であり， 主軸方向 を N - 65°

- E を示す。 壁は直に近 く ， 重複のない北 ・ 西壁で 31cm を測る。 床面は平担•軟弱である。

柱穴はないが， 住居址中央に楕円形 （主軸 1. 08 X 短軸 62cm · 深さ 13cm) の土城状造構があ

り， その中に円形 ビットを有する。 カマドは北壁中央付近にあり， 左側片袖一部と 焼土を残す。

遺物 出土量は少な く ， 杯形土器 · 甕形土器片のみである。 杯形土器では須恵器が目立つ。

この他， 砂岩製の 7 面が使用された断面長方形態の 卜 石がある （第23図 7 )。
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13. 第14号住居址（第 8 · 15 · 22 · 23図， 第20 · 23図版）

遺構 西側遣構集中地にあり， 調査地南端に位置し， 北側約半分 を検 出した。 プランは楕円

形に近い形状を呈すると思われる。 長軸 3. 6m で， この方向をN -50° -W にとる。 掘り込み

は緩傾斜し， 北壁で 20cm, 東壁で 14cm , 西壁で 32cmを測る。 北西部隅は土城 4 に よ り破壊

を受ける。 床面は平担で軟弱であり， 検 出 址 よ り の柱 穴は確認されなか っ た。 覆土は炭化物が

多く混入する黒色砂質土である。

遺物 出土量は多く， 浅鉢形土器 ・ 大小の壷 ・ 甕形土器の器種が 出土している。 浅鉢形土器

は口縁部が内弯する椀形を呈し， 施文として口縁端部に縄文が施こされる。 壷形土器形態には
2 種ある。 その 1 種は口縁部が外開し， 頸部が鼓状になり， その部に帯状の隆起があり， 上下

に棒状工具に よ る整形的沈線で区画される。 帯状隆起 上に縄文を施こす。 整形 ヨ コ ナ デを主に

丁寧である。 口唇部に棒状工具に よ る左方向からの押し引き状圧痕を施す。 大形のものは口縁

部が立ち上がり直立的又は内弯気味の所謂袋状口縁になる。 口縁部は， 縄文施文地に山形沈線

を主文とするものが多く， 口唇部に縄文が施こされるものもある。 頸部には幅の広い横位の沈

線に区画された中を櫛状工具に よ る平行条線的施文と， 鋸歯状文様の箆先に よ る浅く， 鋭い沈

線に よ るものがある。 また体部は前者区画文同様縦形の手法に よ るものと， 山形平行沈線の隔

間を縄文で埋めるものがある。 甕形土器の基本的形態は口緑が外反し， 端部が面取りされ， そ

こに棒状工具に よ る圧痕と， 縄文を残す。 頸部から体部の施文は櫛状工具に よ る簾状文， ハの

字状条痕文及び左傾の斜行単線文等がある。 又頸部に連続半月形突文があり， その下に櫛描波

状文で飾られ， それを区画する よ うに二条の蛇行沈線で施文される。 波状文は振幅， 波長とも

短かく， 左廻り施文の特色を有する。 石器としては閃線岩製太形蛤刃石斧が 1点出土している

（第23図 1 )。

14 .  第 15号住居址（第 7 • 15 • 23図， 第10 · 21 · 23図版）

遺構 西側遣棉群の東にあり， 単 独で検出されたものであるが， 北壁の全部と西壁の一部は

調査地外であるので確認できなか っ た。 プランは主軸 6. 20 X 短軸5. 43m の隅丸方形で 主軸方

向 N - 45° - E を指す， 割合し っ かりした住居址である。 掘り込みは直に近く， 東壁が最も深

く 27cm を測る他， 南壁で 14cm, 西壁で 6cm である。 床面は平担で軟弱である。 柱 穴は方形

配列 4 本柱になると思われるが， 北西部のものは未確認である。 径 22cm 内外の•もので， 深さ

は 9-22cm と巾 がある。 カ マドは西壁中央付近にあり， 形態は両袖形で主軸 100 X 袖間 45cm

で， 袖石が左側に， 支石が中央に残存する。 共に 自 然河原石で， 床面は焼土化する。 この他 カ

マド右側に不整形な貯蔵穴的落ち込みがある。 この他床面に 自 然石の偏平なものが柱 穴間付近

にあり， また覆土中に河原石 ・ 角礫等があ っ た。
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遺物 出土量は多いが， そのほとん どが破片である。 完形に近い甕形土器 ・ 高杯形土器がカ

マド内から出土した他， そのほとん どが床面カマド周辺からのものである。 杯形土器には須恵

器 （第15図 14) と土師器があり， 前者は 1 個体のみで 口 縁部が内傾しながら， 長く 立 ち 上 が

り， 蓋受部を有し， 底部は乎底に近い。 また こ の種の蓋形土器の模倣として杯形土器として利

用された可能がある土師器が 1 個体ある(13) 。 後者は杯部が外開し， 頸部で く びれ， 体部との

差が明瞭になるものが多 く ， 底部が丸底になるC 9 -1 2) 。 ただ 8のみ底部から体部が直線的に

立ち上がる器形になる。 高杯形土器の破片も比較的多 く 認められたが， 器形を図示で きるもの

はカマド内より出土した 1 点のみである(15)。 甕形土器には 2 形態あり， カマド内出土のもの

(18)は所謂鳥帽子形を呈するのにたいし， 球形胴になるであろうもの(16) がある。 底部(17)は

小形で， 平底である。 こ の他， 底部が偏平で凸 レ ン ズ状の土製紡錘車が 1 点出土している （第

23図 5 ) 。

15. 第16号住居址（第 8 · 16図， 第1 1 図版）

遺構 調査地中央南部遺構群の 1 つで， 第1 8·27号住居址により東・北隅の一部が破壊され

る。 プランは隅丸（長）方形を呈し， 東西軸 5. 55 X 南北軸 5. 20mを平面で測り， 主軸方向を N

- 4 2° -wとる住居址である。 掘り込みは直で， 東側で 22cmで最も深 く ， 南側の 7cmを最低

とする。 床面は平担で， 軟弱である。 柱 穴はない。 カマドは明確に確認できなかったが， 北壁

下中央に巾 85cm·深さ 9cmのピットがあり， その内より焼土が確認された。 こ の他遣構とし

て西壁下に長軸 93cm·深 16cmのピットを有する。

遺 物 出土品の多 く は須恵器であり， 杯形土器・壷形土器の器種がある。 杯形土器は高台を

有するもの ( 3 -5 ) が多 く ， 有しないものは平底で， ヘラによる整形がなされる。 土師器の

多くは甕形士器で， 量的に多い。

16. 第17号住居址 （ 第 8 • 15図 ， 第1 1図版）

遺 構 第16号住居址と同 じ く ， 中央南部遺構群を構成する遺檄で， 第1 8 · 19号住 居 址 を 切

り， 床面下に土城 1 , 2 号•第30住居址がある。 プラン は隅丸方形で， 主軸3. 08 X 短軸 3. 00m

を測る。 主軸方向はN - 35° - E を指す。 壁高は東 壁 17cmを最高に， 他は 10cm代にあり， そ

の形態は直に近い掘り込みである。 床面は中央に向けてやや盛り上がり， 軟弱である。 覆土中

に河原石を含む。 柱穴はない。 カマドは北壁中央に構築され， 壁外に張り出す。 袖間は 80cm

を測り， 煙道は遺構外へ 65cmを確認する。

遺物 出土量は少ない。 カマド周辺のものが目立ち， カマド内から甕形土器片 (11·12) を

確認した他は覆土中のものである。 覆土中からは土師器 • 須恵器の杯形 ·甕 ・ 壷形 土 器 を 得

た。 土師器杯形土器は器高の高い椀形を呈す特色がある。
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17. 第18号住居址（第15図， 第21 図版）

遺構 中央遺構地にあり， 第17号住居址により切られる他， 第16, 19, 27, 32号住居址を切

る。 プランは不整方形を呈し， その規模は主軸 （南北） 2. 66X 東西軸 3. 10mで， その方向は

N - 40° - Eである。 壁の掘り込みは直で， 西壁で 20cmを測る。 床面は平担で ， 軟弱である。

柱穴はない。 カマドは北壁中央にあったと思われ， 若干の焼土を残す。

遺物 出土量は少ない。 各期の各種遺物が覆土中より検出したが， 床面よりの出土遣物は糸

による切離痕を有する須恵器 ・ 土師器杯形土器と， 土師器甕形土器のみである。

18. 第19号住居址（第 9 · 16 · 19図， 21図版）

遺構 中央遣檄群の南側に位置し， 上部遺棉として第17· 18 · 25 · 26号住居址 • 土城 2があ

り， 床下に第30号住居址， 土猥 1 がある。 遺構南半分 は未調査である。 プラソ は隅丸方形を呈
すると思われ， 東西軸7. 33mを測る。 主軸方 向は N - 45° - Wである。 壁は直で床面は平担で

軟弱である。 柱穴は北壁よりに 2 個確認され， 4 本柱方形配列と推定される。 カマドは北壁中

央に設けられ， 両袖形態になる。 主軸 150cmx 袖間 (60)cmで， 粘土製であるが， 右側袖部先

端は第26号住居址により壊される。 内に焼土を残す。 煙道は壁外に 30"cm半円箇形で確認した

他， 覆土下面より 自 然石を確認した。

遺物 完形に近いものは杯形土器 2点のみで， 他は破片であり， 甕形土器片の出土が比較的

少ない。 器種として須恵器蓋形土器 （第16図16) と椀形 (17) 及び同形で 口縁部が外反する杯

形土器 ( 18-21) ・ 手捏形土器 ( 22)· 高杯形土器 ( 23· 24) があり， 甕形土器は筒状器形にな

ると思われる体部の破片がある。

19. 第20号住居址（第 8 · 17図， 第13 · 21図版）

遺構 中央追構群の北にあり， 第 21 号住居址と重複する。 プランは東壁が長くなる不整方形

を呈し， その規模は主軸が 3. 65 X 南北軸 3.70mで， 主軸方向は N - 40° W ー を指す。 壁は直に

近い状態で検出され ， 壁高は東西南北順で記すと， 20·19·19·21cmを測る9。 床面は乎担で

軟弱である。 カマドは北壁中央にあり， 両袖 型を呈し， 袖先端に 自 然石を立てるが， 方向は北

に傾く。 この規模は主軸 85cm·袖間 45cmである。 柱穴， 支石の痕跡は確認できなかった。 こ

の床面及び床面直上より河原石を確認した。

遺物 カマド周辺から主として出土するが． その醤は多くない。 杯形土器は椀形ものを主と

し ， 口縁部が外反するものと， 直立するもの( 4)があり， 内面を黒色処理されたものもある。

高杯形土器 （第17図 5· 6 ) は体部の稜が不明確で杯部は口縁が外開する器形になり， 脚部は

直線的外形を有する筒状で ， 袖部は外開する器形が多い。 甑形土器 ( 7 ) は 2 個体分 検出して
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い ， 最大経は 口 縁端部にあり， 体部が弯曲し， 底部に直線につらなり， 底部に一孔を有する器

形になる。 この他甕形土器 ( 8 -10) があり， 頸部が強く屈開し， 体部に最大径を有し， 球形

に近い形態 ( 8 ) と 口縁部に最大径があり， 頸部下は鳥帽子形になり， 底部は平底になる。 こ

の他底部 と して， 球形体部に接続する と 思われるものに中央付近に小さい上底になるもの( 10)

がある。

20. 第21号住居址（第 9 図 ， 第13図版）

遺構 第20号住居址により， 西壁が破壊される住居址で， プランは不整方形であり， その規

模は東西軸 3. so x 南北軸 3. 18mである。 長軸方向はほぽ西にある。 掘り込みは直に近く， 各

壁 20cm前後である。 床面は平担で軟弱である。 カマドの檄築位置は不明であり， 西壁に予想

されるが東隅 付近より焼土を確認した， 柱 穴他床面上に認められる追樅はない。

遺物 破片のみで， 出土菌は多くない。 検出器種には弥生時代から平安時代のものまで各種

あり， 床面からのものは， 所謂鬼高式の土器片のみである。 器形を知りうるものはない。

21 .  第22号住居址（第 10 ・ 18図 ， 第14 · 22図版）

遺構 造構群東側に位置し， 第24号住居址を切る。 プ ラ ソは方形を呈し， 規模は東西軸 7. 0
X 南北6. 5mを測る大形のもので， 主軸は N - 33° - Wになる。 壁は直で， 東 ・ 西 ・ 南 ・ 北壁で

掘り込みの深さは， 40·55·30. 5·39cmをそれぞれ測る。 床面は平担で， 柱 穴間内側は堅く踏

み固められてい， 良好なものになる。 •主柱 穴は方形配列の 4ヶ所確認され， 径 30cm ・ 深さ 70

cm内外のものである他， 北西隅 付近に径 60cm前後で， 深さ10� 2ocmの浅いピットがある。 後

者には焼土で埋まる例が多く見受けられる。 カマドの所在は不明であるが， 西壁下から東にか

けての床面上に焼土が検出され， また前記したピット内が焼土で埋まる こ と から， この付近に

設けられていた可能性が強い。 この他床面施設と して， p. 2に床面が不整な土城状遣構 （長軸

86X 短軸 80cm) があり， 主柱 穴部を除いて， 他は貼り床になっている。 新たな知見 と して，

各壁に添って， 河原石による方形石列がある。 この石列は長方形状のものが用いられ， 長軸を

壁に併行に並べられ， 住居址内側に面をそえると いう特色がある。 この石列はほぽ 一 周 す る

が， カマド所在地に推定される北壁中央付近には配石及び痕跡がなかった。 壁 と 石列間は部分

的に低くなる と ころがあるが， 総 じて周溝的遺楷は確認で き なかった。 石列は床面に浅く埋め
込まれ， その規模は東• 西壁下で 5. 60m, 南壁下で 5. 90mである。 追物は住居址全体から出

土し， 特に集中個所はなかった。

遺物 覆土上面 からの 遺物は平安時代杯形土器 （第18図 1 � s )・蓋形土器・甕形土器片を多

＜ 得たが， 床面付近から須恵器蓋形土器 ( 6 � 11) ·同杯形土器 ( 1 7·18) ·土師器同(13� 16)

の出土量が比較的多く 目 立つ。 この種類の底部切離痕及び整形はヘラ状工具による。 甕形土器

の出土個体数はそれ程多くなく， 器形を図示で き るものは土師器で頸部で強く屈開し， 体部が
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丸味を有し， 長胴化す る小形のもの( 20) , 同形底部 ( 23-25) と須恵器 の中形甕形土器頸部付

近のもの( 21) , 同形底部で高台を有す るもの( 22) と上底のもの( 26) があ る のみであ る。 この
他須恵器盤形土器(12) · 土師器手捏形土器及び韻口各 1 点出土してい る 。

22. 第23号住居址（第 9 · 19図 ， 第14図版）

遺構 調査地東端に位置し， 第24 · 31号住居址と重複し， 中で最も新しい住居址であ る 。 プ

ランは東壁がやや長 く な る 不整方形を呈す るが， 基本形は方形であ る 。 規模は主軸 （南北） 3. 

39X 東西軸 3. 64mで ， 主軸方向はN - 38° - Wであ る。 掘 り 込みは直で， 南壁 47cm西壁 57cm

と深 く ， 他は 26cmであ る。 床面は平担で軟弱であ る。 柱穴はない。 カマドは南壁中央に設け

られ， 壁外張 り 出し状にな り ， 中段を有す る。 焼土はカマド残存内及び床面に認められ る。 こ

の他住居外南北隅付近に長方形 （短軸 50cm· 深さ 32cm) のピ ッ トが あ り ， 本遺構と同時に掘

り 込まれたので入口部とも推定され るが， 用途は不明であ る。 遣物はカマド内よ り 大形甕形土

器片， 床面よ り 杯形土器， 紡錘車片を得た。

遺物 出土羅は少な く ， 須恵器杯形土器 （第19図 4 -6 ) · 土師器同( 1 -3 ) が 目 立つ。 土

師器のも のは内面黒色処理されたも のが多い。 この他須恵器蓋形土器片 · 壷形土器片( 8)

が出土してい る 。

23. 第24号住居址（第19図 ， 第14 · 22図版）

遺構 調査地東端遣構群中にあ り ， 第22 · 23号住居址に切られ る。 プランは不整方形で主軸

5. 6X 短軸 5. 4mを測 る 。 主軸方向はN - 50° - Eであ る。 掘 り 込みは確認面よ り 各墜共 16cm内

外であ る。 床面は平坦で軟弱であ る 。 柱穴は 1 ケ確認したが， その状態から 4本柱方形配列に

な ると思われ る。 カマドは東壁中央にあ り ， 所謂粘土製両袖型で ， 袖長 80cm, 焚口38cmを測

る。 煙道は外へ延び 1. 2mを測 り ， 先端は丸 く 焼土を残す。

遺物 出土量は少ない。 土師器杯形土器 ・ 甕形土器片が多 く 出土してお り ， 図示でき る も の

はないが， 覆土中よ り 須恵器甕形土器が約2 分 1個体出土したので， 本住居址出土の遺物とし

て提示す る( 9)。

24. 第25号住居址（第 9 · 19図， 第15 · 22図版）

遺構 調査地中央部遣栂群内にあ り ， 第19· 26号住居址よ り 新し く ， その方向は前記住居址

と近似す る。 掘 り 込みは第16号住居址の床面下にあ るため， 本来の 深さは不明であ るが確認値

は各壁とも 5cm内外であ る。 規模は東西軸 4. 35mであ る が， 南半分 は調査地外で， 校庭下に

あ る 。 カマドは北壁中央にあ り ， 両袖型で， 長さ 65cm, 袖間 45cmを測 る。 そ の 他 の 遺構は

未確認であ る 。 床面は平担で， 軟弱であ る。
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遺物 出土量は少ない。 図示で き るものは杯形土器， 甕形土器の 2 点 （第19図 10 · 1 1 ) にす

ぎないが， 器種としては こ の他高杯形土器がある。 10の底部に焼成前に付 さ れた X 字形の刻印

がある。

25. 第26号住居址（第 9 図）

遺構 中央遺楷群の最南端近 く に位置し， 第19 号住居址を切るが， その規模は不明である。

平安時代の遺構とも考え られる。

遺物 本住居址に確実につ く 遣物はないが， 床面付近より土師器杯形土器 ・ 甕形土器片を数

点得たのみである。 底部はヘラ状工具整形である。

26. 第27号住居址（第10 • 19図， 第1 1 · 16図版）

遺構 中央部遺構群内にあり， 第16 · 18 号住居址を切る。 プランは方形で 主軸 2. 65 X 東西

軸 3. 10mの規模で， 主軸方向を N - 40° - E をとる住居址である。 壁は直に近 く ， その深 さは

確認値で北壁 48cm, 南壁 14cm , 東壁 13cm , 西壁 30cmを測る。 床面は平担で， 軟弱である。

主柱 穴は方形配列を基本とするようであるが， カマド付近にな く 西南隅 付近のものは径 10cm

深 さ 5cmと浅い。 他は径 20-25cm · 深 さ 15cmである。 カマドは 北壁中央より東に位置し，

本調査で検出した住居址内では位置的に特異である。 形態は両袖形で， 袖間 65cm ・ 奥行30cm

と小規模なものである。 内部及びカマド右側に焼土を検出した。 他の遺構は認め られな く ， 遣

物も散見する程度の出土状態である。

遺物 出土量は少な く 上部覆士中より， 須恵器蓋形土器 （第19図 12) , 甕形士器 ( 14) をは じ

め， 土師器同種を得たが， 古墳時代遣物も重複の関係か ら多 く ， 13は同時代甑形土器である。

27. 第28号住居址（第 1 1 ・ 20 · 23図 ， 第16 · 22図版）

遺構 西側遣棉群と中央遣構群の中間地点にあり， 上部遺棉として第1 1 号住居址と柱穴群が

ある。 プラソは壁が円味を呈する不整隅丸方形になり， その規模は主軸4 . 4Q X 短軸4 . 30m であ

る。 主軸の方向は N - 35° - W である。 掘り込みは直に近い傾斜を有する。 遺楷検出の確認値

で北壁 4cm · 南壁 38cm ・ 東壁 13cm · 西壁 35cmを測る。 柱 穴は 4 ヶ所確認 さ れたが， その形

態は不整である。 径20cm前後で， 深 さ は 10-25cmである。 炉は東側柱 穴間中央にあり， 埋鉢

炉である。 こ の他の遺構として土隕 3があるが， 上部は貼り床を有する。

遺物 出土量はそれ程多 く ない， 器種として 浅鉢形土器 （第20図 1 = 炉）壷形土器 ( 2 ) 甕

形土器 ( 3 ) のみである。 深鉢形土器は内外面とも ヘラによ り 整形 さ れ， 赤色塗彩が施 こ さ れ

る。 底部が欠損する壷形土器の口縁部は朝顔形に大 き く 外開し， 端部は更に外反気味になり，
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素直におさまる。 外面整形に刷毛様痕を残し， 頸部に細く， 鋭い 6 条の平行沈線で飾る。 甕形

土器は口唇部が面取され， そ こ に無節の縄文が施 こ される。 こ の部に最大径を有する。 体部は

直線形になり， 施文は条線による綾杉状であり， その上部の頸部は不規則な沈線文になる。

28. 第29号住居址（第5 · 20 · 21 ・ 22図 ， 第 18図版）

遺構 西側遣檄群中にあり， プランは楕円に近い隅 丸方形を呈し， 検 出した北壁一辺の規模

は 2. 9mを計測する。 壁高は北で 28cm , 東で 32cm , 西で 30cmで， その状態は緩傾斜になる。

床面は中央に向け幾分 凹み， 軟弱である。 また床面に中央に向け炭化材を残す。 北墜西北隅付

近におびただしい鯖の土器集中ケ所があ っ た。 その状態は， 現位置埋没状態 と い う よりも集猿

された状況の出土であった。

遺物 壷形態には 2種あり， 所謂受口の， 口縁部が立ち上り， 頸部径 が大 き く， 中位に文様

帯隆起を有するもので， 文様構成は口縁部が縄文地に棒状工具による一条の波状文的沈線で飾

られる他， 頸部の隆起上を， 前記工具による押し引 き を有し， その上下に三条の沈線をめ ぐら

すものの他 （第2 0図 4 ) 頸部より立ち上がった口縁が素直に外開し， 端部が面取りされ口縁端

部に縄文が施 こ され， 頸部に 3 条単位の沈線をめ ぐらす。 6 の内面は赤色塗彩される。 整形は

刷毛を主体 と し， ナ デ整形である。 体部は平行沈線文及び山形沈線文による区画の中に縄文地

を基本 と したもの( 14) , それに山形文等を組み合わせたもの (17, 18) の他無文のものがある

( 15)。 第22図15の外面は赤色塗彩される。 甕形土器には大小あり， その形態は口縁が頸部より

強く外開するするものが多くあるが， 体部形態が異なる。 甕形土器において小・中・大形の形

態があり， 基本形態は口縁部が外開し， 肩部で張った後， 素直に底部に連結する。 最大径は口縁

部又は体部上位にある。 こ れらの施文は口縁端部において縄文を主と するが， 時計廻りに棒状

工具による押し引 きのものもある（第2 0図 1 0 )。 頸部より体部にかけての施文は波状文を主体 と

し， 頚部にボタ ン状突起を貼付し垂下する櫛状工具による条線で飾るもの ( 8 ) 及び同手法で

ボタ ン状突起を有しないも C 9, 10 ) の他， 頸部に一条の波状文をめ ぐらし体部を綾杉状条線

で飾るもの (11) に斜行短線文によるもの (12 ·13) がある。 鉢形土器は口縁部が内弯し， 赤

色塗彩され， 口縁部に小突起が貼付される。 高杯形土器には 2種あり， 脚部が大 き く外開し， ラ

ッパ状になるもの ( 15) と ， 箇形を呈し器高の高いもので赤色塗彩されるもの ( 16) である。

底部の破片が多く出土しており， 第2 0図 17·18は小形甕形土器にまた第22図 1 · 2 は同種大形

のもので， 他は壷形土器のそれであろ う 。 こ れらは上底気味になり， 1には籾圧痕が残る。

29. 第30号住居址（第1 1 · 22 図）

遺構 中央住居址群のほぽ中央にあり， 第11 · 18• 27号住居址， 土砿 1 ·2 に切られる。 こ
の住居址は こ れら住居址群内で最も古い。 プラソ は東西3. 0 x 南北2. 8mの不整方形を呈する。
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主軸方向は N48° Wである。 掘 り 込みは遺構確認値で 1 0 � 15cmで壁は傾斜を有する。 床面は

軟弱で平担である。 柱穴及び炉はない。

遺物 出土量の多い割 り には器形全体を知 り う るものはない， 器形を確認で きるものは壷形

土器及び甕形土器 ・ 鉢形士器にす ぎない。 壷形土器は口縁部が立ち 上がるか内傾するものを主

に頸部がしま り ， 肩部が張る器形になる。 口縁部の施文は縄文を主とし （第22図 22) , 端部に

は同種縄文を施こされるものが多い。 頸部 ・ 体部の文様は横位に平行及び山形沈線， 間を縄文

• 押し引 き 列点文で埋めるものがあ り ， 更に垂下する沈線内に平行条線及び列点を境いに区画

した内を櫛描波状文による施文がある( 29· 25) 。 甕形土器には大小 2種あ り ， 小形のものの施
文は横位の波状文を主とするのにたいし， 大形のものには綾杉状文を施すもの(31)がある。 25

· 28は赤色塗彩される。

30. 第 31 号 住 居 址

遺構 東側遺構群内にあ り ， 第23号住居址に切られる。 規模は東西軸 3. 6mを計測する方形

プラソ を呈する住居址である。 主軸は第23号住居址と近似する。 壁は直に近いが， 掘 り 込みは

確認値で 10 -20 cmの範囲にある。 床面は軟弱で平担である。

遺物 出土量は少ない。 杯形土器 · 甕形土器を主とす， 土師器 ・ 須恵器である。

31 . 第 32 号 住 居 址

遺構 中央住居址群内にあ り ， 第30 号住居址に切られ， この検出遣栂内で最も古い住居址で

ある。 第17. 28号住居址内では壁をわずかに有し， 第30 号住居址では床面を有しない。 調査後

の精査においても南側未調査地においても， 生活面の重複からその痕跡がなかった。

遺物 出土遣物は弥生中期に比定される甕形土器片 · 壷形土器片のみで， 他のものはない。

第 2 節 土 砿

1 .  土砿 1 C第11 ・ 21図）

遺構 第31号住居址中にあ り ， 主軸をほぽ南北に向け， 規模は主軸 1. 55X 東西（短）軸 1. lm 

の不整楕円形を呈する。 深さは第30 号住居址床面下 8cmである。 漆黒の炭化物・水分 を含ん

だ砂質土である。

遺物 出土量は比較的多いが， すべて小破片である。 第30 号住居址出土の遺物と器種文様棉

成はほとん ど変化な く ， ただ石器として石錐が出土している。 頁岩製である。

2 .  土砿 2 C第11図）
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遺構 中央住居址群第17号住居址によ り 破壊されている関係から， 第17号住居址に次ぐ時期

の所産 と 推定される， プラソ は不整長楕円形を呈し， 主軸 （東西）1. 6 X 短軸 0. 64mを測る。

主軸方向はN120° Wである。 深さは上面 27cmである。 覆土は黒褐色砂質土である。

遺物 出土醤は皆無 といってよ く ， 覆土中よ り 平安時代に比定される土師器杯・甕形土器及

び須恵器杯形土器片を得たのみである。

3 .  土砿 3 (第11図， 第17図版）

遺構 第28号住居址内にあ り ， 上部は同住居址によ り 貼 り 床される。 プラソは長 方 形 を 呈

し， 主軸 （南北） 2. 3 X 短辺 1. 6mを測 り ， 深さは第28号住居址床面よ り 7cmを計測する。 覆

土は同-土層であ り ， 水分 を多 く 含 んで炭化物混 り の黒漆色を呈する砂質土である。

遺物 上部追構 と 同 じ時期に比定される弥生時代中期後半の壷形土器片を数点含 む程度であ

る。

4 .  土 砿 4

遺構 第14号住址に切られるもので， 前記住居址よ り 新しい。 プランは不整隅丸 円 形 を 呈

し， 主軸 （東西）1. 5mX 短軸1. 15mで， 深さ 24cmを計測する。 床面は舟底になる。

遺物 第14 号住居址 と 同時 代の甕形・壷形土器片が出土している。

第 3 節 柱 穴 群 （第 11 図）

遺構 第11号住居址の上部及び周辺に認められたが， 建物址の認定される統一性は認められ

ない。 プランは径 20-70cmの円形を呈し， 深さは 26cm-57cmを計測する。 掘 り 方内に柱痕

はな く ， 素直におさまっている。 覆土は黒褐色粘質土である。

遺物 柱穴内よ り の辿物はない。 ただ第11住居址覆土中よ り 出土した 「 専司 」 を刻字した土

器片の積極的に付属する遣構と してここに位置づ く もの と 思われるが， 遺樅が不明であるので

断定で きない。

この土器は須恵器高台付杯形土器である。 高台は台形状を呈し， 杯部底部は ロ ク ロ 回転によ

るヘラ削 り が行なわれ丸味を有する。 この底部外面に刻字が施こされる。 青灰色を呈し， 焼成

は良好。
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第 4 節 その他の遺物 （第21 図 • 第23図 版）

遣構に伴もなわない追物を総括する。 時期的には前出の各追檄出土したものの内に含まわれ

るものと思われるが， 完形及び， それに近いものを図示した。 12 · 13は弥生時代遣物で， 14似

下は各種須恵器奈良時代から平安時代のものである。 この他被片として多量にある。

第 5 節 土層 序 （第17 図 版）

削 平地表面はグラン ド レ ペルで標高 358m であり， それとほぽ同 レベルである。 辿樅確認地

（第11 号住居址付近） で356 . 63mの数値を得， その差は 1. 4m 程 である。 更に住居址の掘り込

みを加え深 く なるのであるが， 基本的土層序として上層から第18 号住居址付近をとると， 黄褐

色砂層土層 (7cm ・ 埋土 ヽ ・ 黒褐色砂質土 （黒色粘質土 プ ロ ック含 · 32cm ) , 淡黒色砂層 (46

cm) . 淡黄褐色砂層 (19cm) , 淡黒褐色粘質土層 (8cm) 黒褐色粘質土 （包含層 30cm) 黄色

砂質土層になる。 尚この土層は西に高 く ， 東に低 く なり同 レベルに近いゆるい傾斜になる。
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第 4 章 結 語

本調査は東校舎第1 期分 （約780mりと部分 的なものであ り ， また実質調査期間が15日と 短 か

いものであったが， 関係各位の努 力と協力によって， 本遺跡内容を記録と して保存するという

当初の目的及び， 第3 章で述べたとお り の成果を上げることがで き た。

さて， 今回の調査をまとめるにあたって， 来 年度西半分 改築の第1I 期工事が予定されている
ため， 総括的まとめは第2 次調査結果にあわせるものと し ， ここでは検出遣楷及び遣物を中心

に本調査をまとめることとする。

遣跡は弥生時代中期から平安時代にかけての複合遣跡で， 弥生時代住居址 4 軒（第14 · 28 ·

29 · 30 号）・土猥 3 基( 1 · 3 · 4 )を， 古墳時代住居址11軒（第1 · 2 · 3 · 9 · 15 · 19 · 20 ·

21 · 24 · 25 · 26 号）， 奈良時代住居址 3 軒（第10 · 16 · 22号 ・ ）柱穴群， 乎安時代住居址11軒（第
4 · 5 · 8 · 11 · 12 · 13 · 17 · 18 · 23 · 27 · 31 号）・ 土城 1 基 ( 2 ) 及び時期不明の住居址 3 軒

（ 第5 · 6 · 32号）をそれぞれ検出 ・ 確認 し た ・ 弥生時代については当初想定 し た箱清水期の遺

檄が検出されずに， それよ り も古い栗林期及び最近注目されている吉田式土器を主流とする中

期末葉から後期に移行する段階のもののみで， 吉田式文北圏の内容把握に重要な調査の一つに
なるであろう し ， 弥生時代遣跡立地の空間的あ り 方を考えさせる調査でもあった。 追物と し て

は前章で記 し たとお り であ り 完形品が少な く ， 全形を知 り うるものがないのは残念である。 石

器はこの時期まで， 太形蛤刃石斧•麿製石鏃 ・ 同石包丁が付属するようである。 古墳時代 • 平

安時代は本調査地において最大密集の集落址であ り ， 第15号住居址をのぞいては複雑に重複す

る。 古墳時代住居址ではカマドが北壁中位付近に設置されるものが大部分 であるが， 第15 · 21

号住居址は西壁にもうけられてお り ， 時間的差をうかがわせる。 平安時代もこの傾向 にあるが，

古墳時代程一律的ではない。 本調査で特記すべ き ものに奈良時代の遺構・遣物がある。 善光寺

平において， 明確なる住居址を確認 し たものは少な く ， また第22号住居址においては楕円形 自

然石が直列に壁直下に敷並べた珍ら しい住居形態を示すもので， 他に例がない。 カ マ ドが明確

でな く ， 今後の調査に期待される。 遣物は須恵器を中心に出土 してお り ， 煮沸形態の土器を除

き 他は土師器のその量をはるかに凌駕する。 この他遺構及び包含層からの出土するものもこの

傾向にあ り ， 須恵器生産の増大をものがたるものであろう， この時期の特記遺物と して， 「 専

司 」 の刻字須恵器杯形土器がある。 底部のみの破片で全体を知 り 得ないのは残念であるが， 刻

字は焼成前になされてお り ， その筆跡は しっか り し たもので， 字句とともに役所的施設又は役

職の存在をうかがせる。 以上本調査をかいつまん でみたのであるが， 塩崎遣跡群中の一地点に

す ぎず， また来 年度の調査で， この遺構群の広が り ， 性格がよ り 明確に把握で き るものと期待

し ， 結論をもち越す。
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出 土 土 雑 一 覧 表

第 1 号 住 居 址 （ 第 12 図 ）

! 
法 量 (cm ) 焼 色 調

器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 出土状
号 器 高 口 径 底 径 成 外 面 内 面

I 清j杯 3. 4 9. 3 6. 0 口縁部は 内 弯 ・ 丸底気味 ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ヘ ラ ケ ズ リ ,J'i:'少 良好 赤褐色 灰褐色 覆 土

2 ,, 椀形 ・ 丸底気味 ・ 内 面 に 一段あ り ョ コ ナ テ, , タ テ ヘ ラ ミ ガキ ,, ( 多 ） ,, 灰褐色 黒 色 ,, 

3 ,, 16. 5 脚部円筒形 ・ 裾部外開 ヘ ラ ミ ガキ � 不良 赤褐色 � ,, 

4 甕 14. 4 胴部丸味 • 最大径 ・ ロ縁部短か く 外 開 ョ コ ナ デ 小石 良好 灰褐色 灰褐色 ，， 
頸部内 に稜線

5 ，， 25. 3 口縁部は ゆ る ＜ 外反 し 頸部 に 丸味 ・ 外面 ヨ コ ナ テ‘ ,, 不良 ,, 赤褐色 ,, 
に段 を 有 す る

6 � 29. 1 lti. ti 5. 3 口縁部 に 最大径 ・ 外開 · 胴部は 長肺I · 平底 内面ヘ ラ状 工具 に よ る ヨ コ ナ デの ち ナ デ ,, 不良 " 灰褐色 P 6 内

7 ， 37. 3 19. 7 6. 2 同 上
内 面上部ヘ ラ ヨ コ ナ デ ・ 外面ヘ ラ 状工具 .. 良好 赤褐色 " カ マ ド
に よ る タ テ ナ デ

8 ,, 39. 2 21. 2 7. 8 同 上 ・ イ本部 に 丸味
内面 ヨ コ ナ デ ・ 外面ヘ ラ状 工具 に よ る ，， � 灰褐色 灰茶色 カ マ ドタ テ ナ デ

， ,, ti. 1 底部でやや く ぴれ ・ 上底気味 内 面 タ テ ヘ ラ ナ デ ・ 外面 タ テ ナ デ 1j-fy ，' 暗褐色 暗褐色 覆 土

第 4 号 住 居 址 （ 第 13 図 ）

2
 

甕

土錘

25. 9 I 口縁部短か く 立 ち 上 が り ・ 端部は折返 し
I 最大径は肩部

1 ロ ク ロ 整形

3. 8 I 7. 8 I 内径
2 .0 

小石

,j砂

良好 青黒色 青灰色 覆 土

，， 赤褐色 赤褐色 床 面

第 8 号 住 居 址 （ 第 13 図 ）

3 蓋 2. 8 9. 8 o. 8 天井部平担 ・ イ本部直線的 ・ ロ縁端部嘴状 ロ ク ロ 整形 ・ 天井部ヘ ラ ケ ズ リ 4砂 良好 青灰色 青灰色 覆 土
擬宝珠 つ ま み

4 . 3. 9 天井部平担 • 擬宝珠つ ま み ,, � 小石 ,, 灰 青色 灰 青色 ，， 

5 坪 3. 7 13. 7 6. 8 f本部丸味 ・ ロ緑部直線的 ・ 外反 ク ・ 底部糸切 り の ち 外面ヘ ラ ケ ズ リ 小石 （ 多 ） ,, � 黒褐色 ，， 

6 � 12. 9 体部 ・ ロ縁部直線的 ・ ロ象尿端 部内傾 " 4秒 � 青灰色 青灰色 .,. 

7 " 13. 5 1本部 ・ ロ縁部直線的 � ，，， � � ，， � 



i 
8 

， 
10 

1 1  

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 
27 

法 最 (cm)
器 種

器 高 口 径 底 径

坪 15. 0 

,, l;j. 4 

,, 14. 5 

• 13. :l 

� 3. 6 12. 7 7. 3 

盤

� 

形 態 上 の 特 徴

1本部 ・ ロ縁部直線的

,, 

，， 

ケ

，， 

脚部

,, 

• ロ縁端部内傾

，，， ・ 外反 • 上底

9 • ヽ

口縁端部内傾

第 9 号 住 居 址 （ 第 13 図 ）

坪 5. 4 14. ti 口縁部外 開 ・ イ本部 ・ 底部丸味

瓶 13. !:J 口縁部外反 ・ 頸部立 ち 上 り ・ イ本部丸味

1, 平底 • 一孔

,, 5. 9 丸底 ・ ，' 

甕 6. 6 平 （ 上 ） 底木葉痕 • イ本部丸味

第 10 号 住 居 址 （ 第 14 図 ）

蓋 朕宝珠形 ・ 天井部内弯

,, �- 1 14. 9 偏平擬宝珠形 ・ � ・ ロ縁端部嘴状

� 15. 6 天井部低平 · I本部直線的 ・ 天井部外反

,, 15. :3 f本部直線的 ・ ロ縁端部嘴状 ・ 外反

焼 色 刷
手 法 上 の 特 徴 胎 土 出土

成 外 面 内 面

ロ ク ロ 整形 4秒 良好 灰 白 色 灰 白 色 覆

，， � ,, 青灰色 青灰色 ,, 

,, ・ 底部ヘ ラ 切離痕 � ,, 灰 白 色 灰 白 色 ,, 

,, ·ヽ ，' 黒紫色 黒紫色 � 

，， ・ 底部ヘ ラ 切離痕 � ( 良 逝 ） ,, 赤灰色 赤灰色 � 

ヨ コ ナ デ � • 灰 白 色 灰 白 色 � 

• ，' ,,. 青灰色 青灰色 ,, 

ョ コ ヘ ラ ミ ガ キ ,]'fl'. 少 良好 灰褐色 黒 色 覆

ヨ コ ・ タ テ ナ デ ・ タ テ ナ デ 小石 不良 暗褐色 灰褐色 � 

ョ コ ナ デ ・ タ テ ナ テ々 ,, � 、 赤褐色 ,, 

,, ,, ,, 良好 ，， 灰褐色 • 
内面ヘ ラ 状工具 に よ る ヨ コ タ テ ナ デ ,, 不良 ，， ,, ,,. 

ロ ク ロ 整形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ 4秒 良好 青灰色 青灰色 穫

� ‘‘ ,, ,, 暗褐色 暗褐色 .. 
,, � ,, ,, 青灰色 青灰色 ,, 

，，， .. � ，， 灰 白 色 灰 白 色 ,, 
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i 
24 

25 

26 

27 

2� 

29 

30 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

lU 

法 量 (cm )

器 種

器 濯j 口 径 底 径

坪 7. 5 

，' J. 9 12. 3 7. 9 

,, �- 2 15. 4 12. 1 

4 J, 7 15. 1 9. 7 

‘’ :0. u 14. 7 10. 1 

,, 17. 1 . 17. 8 
灌j杯）

高坪 l�. 4 17. 5 1:1. U 

， 

甕 31. 2 

,, lZ. 8 

� b. u 

形 態 上 の 特 徴

杯形 ・ 1本部直立的 ・ 底部丸味

,, . ,, • ロ縁部外反 ・ 底部平底

皿形 ・ イ本部短 か く ・ ロ緑部外反 り

杯形 ・ 1本部直線 ・ 外開 ・ 高台外反

，， ．  ,, 

ク ・ � 

，， ．  � 

・ ク ・

・ ク ・

. ,, . 

,, 

• 
• 

杯部皿形 ・ 脚部円筒 • 裾部外 開 ・ 端部嘴状

,, ( ? )  . ,, 

Cl縁部外附端部立 ち 上 る ・ 顕部立 ち 上 り

同 上 • 最大径肩 部

平肩

第 1 1 号 住 居 址 （ 第 14 図 ）

坪 3. 8 ll. 7 5. 2 [.)縁部直線的 ・ （本部弯曲 ・ 上底

， 4. I 認. 5 5. 5 .. • 上底

甕 25. 1 口唇 部 立 ち 上 る ・ f本部の弯 曲 少 な い。

,, 35. ti 24. � 口縁部外反 · 1本部烏帽子·状 ・ 底部丸底

盤 20. l (3. � )  皿形 ・ ロ緑端 部外反 ・ 低い 台付

焼 色

手 法 上 の 特 徴 胎 ± 出 土わ

成 外 面 内 面

ロ ク ロ 整形 ・ 底部ヘ ラ りJ離 小砂 良 好 青灰色 青灰色 床 面

,, ,, • � � " 覆 土

，， ,, ,, ,,. ，， ,,. ，， 

,, " • 高台付着 • ，' .. � 床 面

,,. � . ，' ヽ· 灰 青色 灰青色 覆 土

� � � ,, 黒紫色 黒紫色 � 
,, ,, ・ ヨ コ ナ デ ,, � 灰青色 灰 青色

� ,, ,, • � ,, • 床 面

� ,, � 赤褐 色 赤褐色 覆 土

� 小石 ，' 青灰色 青灰色 床 面

，， � • 赤茶色 赤茶色 覆 土

ョ コ ナ デ ・ 低部ヘ ラ ケ ズ リ • ，， 紫灰色 紫灰色 ,, 

ロ ク ロ 整形 ・ 糸 切 り ,]'1!'. 少 良好 青灰色 青灰色 貯蔵穴

� ，' ,, ，，， 灰白色 灰白色 覆 土

� . ,,. 灰褐色 赤褐 色 カ マ ト・

上 部 ロ ク ロ 整形 ・ 下 半ヘ ラ ケ ズ リ ・ 内面
小卍 7 

ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ
,, ,, � 

ロ ク ロ 整形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ 4砂 ,, 赤灰色 青灰色 覆 土



第 13 号 住 居 址 （ 第 14 図 ）

! 
法 嚢 (cm) 焼 色 批l

器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 出土状

器 裔 ロ 径 底 径 成 外 面 内 面

I� 坪 :i. 6 13. 2 4. 8 （本部直綜的 ・ 上底 ロ ク ロ 整形 ・ 糸 切 り 1) 秒 良好 黒紫色 黒紫色 覆 土

第 14 号 住 居 址 （ 第 15 図 ）

1 鉢 !ti. 9 口唇部に縄文 を施す ・ 1本部直線的 ョ コ ヘ ラ ミ ガ キ ,J妙 良 好 赤褐色 灰褐色 穫 土

2 壷 7. ti 頸部が し ま り 、 口椋部が ひ ら く · 頸 部 に 内面ー ヨ コ ナ デロ唇部に き ざ み
低い突帯 外面ー 上部 ヨ コ ナ デ下部 タ テ ヘ ラ ミ ガキ

� ‘‘ 灰褐色 灰褐色 ,, 

3 ,, 17. 3 口縁部立 ち 上 る 内 面ー ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ ,, 不良 � ,, � 
外面ー ヨ コ ナ デ

甕 17. U 口緑部 が外反 し . I本部中位 に 最大径
内面ー上部 ヨ コ ナ デ下部 タ テ ヘ ラ ミ ガキ
外面ー ヨ コ ナ デ 9 本単位の ク シ 状工具 に � 良 好 � 黒褐色 � 

よ る 斜行条線

内 面 ー 上部 ヨ コ ナ デ下部 ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ
5 ‘‘ 21. 1 

,, ,, 外面ー ヨ コ ナ デ 7 本単位の ク シ 状工具 に ，， （ 多 ） 不良 ,, 灰 白 色
よ る 斜行条線

内面ー ヨ コ ヘ ラ ミ ガ キ 底 面 一 方向のヘ ラ
6 • 上底気味 ミ ガキ ，' 良 好 ,, 暗褐 色

外面ー タ テ ヘ ラ ミ ガキ

I � 内面ー ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ
外面ー タ テ ヘ ラ ミ ガキ ,, \ 多 ） 不良 � 赤褐色 ,, 

第 15 号 住 居 址 （ 第 15 図 ）

8 坪 4. 8 16. 2 9. t:i 底部 ち か く に 一段あ り 、 f本部直線的 ョ コ ヘ ラ ミ ガキ ，卜砂 良好 灰褐色 黒 色 覆 土

， ,, 14. 8 1本部は緩 く 屈 制 し 、 底部は 丸底気味 ,, ,, . 良選 � ,, � ケ

10 ,, 4. 6 14. 3 口縁部屈開 し 、 体部 ・ 底部 は 丸味 ,, ，， ． ，， � 赤褐色 ,, ，，， 

1 1  � 13. 8 ,, ，' ハ ケ 整形の ち ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ ク ・ ク � 灰褐色 � � 
29 



30 

I 法 量 (cm ) 焼 色 阻l

器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 出土t

器 高 口 径 底 径 成 外 面 内 面

12 杯 5. 8 14. 2 口縁部緩 く 外反·f本部内傾・底部に 丸味 ヘ ラ ミ ガキ ・ 底部ヘ ラ ケ ズ リ の ち ナ デ 小砂 • 良選 良好 赤褐色 黒 色 床 廿

13 � 12. 2 f本部明確 で な く ・ ロ縁部直線・底部丸味 ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ ，， ． ，，  .,. 灰褐 色 .. � 

14 ,, 4. U 9. 8 5. 9 口縁部直線的・内傾蓋受部突出底部丸味 口縁部ロ ク ロ 整形 ・ 底部回転ヘ ラ ケ ズ リ 小砂 （ 多 ） 不良 育灰色 腎灰色 ,, 

it,�t:<, 12. U 14. 2 10. 0 口縁部直線的外開 ・ イ本部に鈍い稜 • 脚部 ヨ コ ・ タ テ ヘ ラ ミ ガキ ・ 脚部に 成形痕 ,j妙 良好 灰褐 色 黒 色 カ マ I
15 筒形 ラ ッパ状

16 咲 頸部 「 く 」 の字形 ・ ロ縁部内弯 気味 6 本単位の ハ ケ に よ る ナ デ 小石 （ 多 ） � 赤褐色 赤褐色 床 i:llo. 4 
17 ，， 底部丸味 ・ 1本部は大 き く 外制 ョ コ ナ デ ・ タ テ ヘ ラ ナ デ ,,. 

5. 1 
<, 不良 灰褐 色 灰 色 ，， 

18 37. 7 18. ':J 4. 9 
長胴 • 最大径は1本部中位 ・ ロ縁部は緩 く 外面ーロ縁部 ヨ コ ナ デ ・ 胴部ヘ ラ ケ ズ リ 小砂 良好 赤褐色 赤褐色 カ マ l• 外反 内面—木 Iコ状工具 に よ る ナ デ ・ ヨ コ ナ デ

第 16 号 住 居 址 （ 第 16 図 ）

1 杯 1. 9 1 1 .  8 7. 4 口縁部が大 き く 開 く ・ 端部面取 り ロ ク ロ の 回転 を 利 用 し た ヨ コ ナ デ 4妙 良好 黒紫色 黒紫色 覆 」

2 ,, 11 .  ti 口縁部屈併I · 椀形 • ,, . 良選 � 黒茶色 黒茶色 • 
3 ，， 10. 2 高台外料j • f本部椀形 � ・ 底部ヘ ラ ケ ス‘ リ 4秒 ,, 赤褐色 赤褐 色 � 
4 ,, 9. 7 面台直立 ・ イ本部直立 ，， � ,, � 灰褐色 灰褐色 ケ

5 弛： 7. 4 高台やや外開 <, ，，， ,, • • 茶 色 ， 

6 ,, 1 1. 4 口縁部短 か く 立 ち 端部外反 ，， ,, ,, 不良 灰 白 色 灰 白 色 ，， 

7 � ti. 8 泊j台外開 ・ f本部やや直線的 ,,. � ，' 良好 黒紫色 黒紫色 ，， 

第 17 号 住 居 址 （ 第 16 図 ）

8 tィ、 5. 8 16. 8 ti. 8 口椋部肥If/. し 外反 . j本部椀形 ・ 底部上底 ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ ・ 底部ヘ ラ キ リ ,J妙 不良 赤褐色 黒 色 床 社

， � 6. U 体部椀形 ・ 底部平底 ,, ,, ク ・ 良 逍 良好 灰褐色 � � 
10 ，' 4. 1 15. U 5. 5 口椋部外反·I本部直線的•底部上底 ロ ク ロ整形 ・ 糸 切 り ，， （ 多 ） 不良 赤褐色 赤褐色 カ マ t



， 
法 量 ( cm )  焼 色 鯛

器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 出 土；

器 高 口 径 底 径 成 外 面 内 面

1 1  

甕

23. 6 口縁部「 く 」 の字状外開 • 内 弯 • 最大径 ・ ロ ク ロ の 回転 を 利用 し た ヨ コ ナ デ 4秒 良好 赤褐色 灰褐色 カ マ l
長胴形

1 2  ，，， 26. 8 � ，， ，， ,, ，， ,, ,,. 覆 ご

第 18 号 住 居 址 （ 第 16 図 ）

蓋

甕

13

14

 15 I �  

4. o I 18. 9 

13. 5 

28. 4 

擬宝珠付 ・ 天井部直線的 ・ ロ縁部直立 I ロ ク ロ 整形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ

口縁部有段

ク ・ 肩部張る

4砂 良好 I 青灰色 I 白黄色 I 覆
ヶ • I • I 青灰色 I • 
，， ・ タ タ キ メ ，， ん ク ク

第 19 号 住 居 址 （ 第 16 · 17 図 ）

31 

16 蓋 13. 7 口縁部直立外開f本部に突起•天井部丸味 ロ ク ロ 整形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ ,J'li少 不良 灰褐色 灰 色 床 i

17 杯 12. 7 椀形 ・ 丸底 ヨ コ ヘ ラ ナ デ ，' （ 多 ） 良好 赤褐 色 赤褐色 ,, 

18 � B. 5 .lill形 ・ ロ縁部内面 に段 を 構成 ，， ク ・ 良 選 � ，， � ,, 

19 ，，， 14. 5 椀形 ・ ロ縁部外反 ,, ク ・ ク ，， ,,. 暗褐色 ，，， 

20 ,, 0, 0 12. 4 ，， ． ，， ・ 面取 り ・ 丸底 ,, ク ・ ク � 暗褐色 黒 色 � 
21 ，， 9. 4 ,, . ‘ ・ 丸底 ,, ,, . ,, � 赤褐色 灰褐色 ,, 

22 ，， 17. 6 口縁部直線的 ・ イ本部内 面 に 稜 ，' ,, ( 多 ） 不良 灰褐色 黒 色 ，， 

23 輝 2. 9 5. U 丸底 ヨ コ ナ デ ケ 良好 赤褐 色 黄褐 色 ,, 

24 高杯 15. 9 口縁部は緩 く 外開 ・ 底部に鈍い稜 ヨ コ ・ タ テ ナ デ ミ ガキ ,, � . 赤褐色 ,, 
l 

甕

15. 3 頸部は 「 く 」 の字形 ・ ロ縁部は 外反 • 球 ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガキ ・ ハ ケ ナ デ 小石（ 多 ） � � 灰褐色 ,, 
形胴気味

2 ，， lo. ti ,, • 口縁部は直線的 � ,, & � � � � 



3
2 

， 
法 量 \cm) 焼 色 設J

器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 出土i
器 高 口 径 底 径 成 外 面 内 面

3 7. 2 底部凹む ． ョ コ ナ デ ・ ハ ケ ナ デ 小石 良好 暗褐色 暗褐色 床 jj

第 20 号 住 居 址 （ 第 17 図 ）

4 坪 5. 5 14. 5 椀形 ・ 丸底 . f本部直線的 ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ 4妙 • 良選 良好 黒褐色 黒褐 色 床 目

5 ,, 11 .  1 口緑部直線的 ・ 漸滅 ・ 底部丸味 "' ，， ． ，' � 灰褐色 ，' ,, 

6 高坪 9. 6 17. 8 13. 3 杯部皿形 • 口縁部緩 く 外反 ・ 脚部筒形 ョ コ ・ タ テ ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ • � 赤褐 色 赤褐 色 カ マ l
裾部大 き く 外開

7 甑 15. I 口縁部やや 外反 ・ 砲弾形 ョ コ ヘ ラ ナ デ 小砂 不良 � 灰褐色 床 廿

8 甕 15. 6 頸部緩 く 屈開 ・ ロ縁部直線的 ・ 球形胴 ヨ コ ナ デ ・ ハ ケ ナ デ 小石 � "' 灰 白 色 カ マ I

9 ,, 25. 0 22. 9 7. 9 • 、 • 長胴 � l 多 ） • 黒褐 色 灰褐色
口縁部 に 最大径 • 平底

，， ・ ハ ケ ヨ コ ・ タ テ ナ デ

10 " 6. 2 底部凹む ,,. 小砂 � 灰褐色 灰褐色 床 il

第 22 号 住 居 址 （ 第 18 図 ）

1 坪 4.. 7 12. ti 5. 5 椀形 • 上底 ロ ク ロ 整形 ・ 糸 切 り I凡沙 良好 灰褐 色 黒 色 覆 コ
2 ，，， 4. 5 14. 5 6. 4 杯形 ・ ク � ,, ， ，，， 青灰色 育灰色 ,, 

3 ,, 4. 3 12. 0 f:i. 3 � . 平底 � ,, • ,, ,. � � 
4 � 3. 5 B 4  5. 3 椀形 · 上底 � ，' ,, ,, 暗褐 色 � 
5 • 7. 2 � . 平底 � ，, • ,, 青灰色 . 
6 蓋 4. ti 15. 3 U. 4 宝珠つ ま み ・ 天井部弯 曲 ・ ロ縁部外開 � • ヘ ラ ケ ズ リ ,, ，， 灰 青色 灰 青色

7 ,, 4. 0 16. 4 u. ti ,, • 天井部弯 曲 ・ � � ,, ,, ，' ,, ，' 



遺 法 嚢

『 器 種

器 高 口 径

8 蓋

， ,, 3. 1 14. 9 

10 ·ヽ 15. 7 

1 1  ,,. B. 9 

12 盤 20. 4 

13 杯 9. 2 

14 ,, 5. 1 13. 9 

15 "' 
16 ,, 

17 ，， 5. 4 15. 6 

18 ケ 3. 6 12. 5 

19 ,, 10. 8 

20 甕 11 .  8 

21 ,, 16. 0 

22 � 
23 � 
24 ,, 

25 ，' 5. 0 

2ti ，， 

27 紐 2. 8 4. 8 

28 騎 口
（径 ）

6. 6 
3
3 

(cm) 

底 径

0. 8 

7. 5 

7. 7 

7. 8 

6. 6 

0. 6 

10. 9 

6. 2 

7. 4 

1 1. 5 

4. 1 
（ 内2

径
. 8 ） 

形 態 上 の 特 徴

偏平宝珠つ ま み ・ 天井部直線的

,,. � • 口緑部直立

天井部直線的 ・ ロ緑部はそ の ま ま 仕上 ける

• • 口縁部直立

底部か ら 口縁部が屈開 ・ 底部平底気味

椀形 ・ 底部丸底気味

,, . 平底

.. . · 上底

� . 平底

杯形 ・ ロ縁部直線的で肥厚 • 平底

ク ・ イ本部口縁部直線的 ・ 上底気味

杯形土器 ・ ロ緑部内傾 . f本部椀形

口縁部中位 が肥厚 し 、 以降漸滅

頸部 「 く 」 の字 ・ ロ縁端部面取 り

甜台外開 ・ 1本部椀形

平底

.. 
ク ・ f本部直に近 い 立 ち 上が り

付 け 高台 ・ 低 く 直立 ・ イ本部直立

杯形

円筒状

手 法 上 の 特 徴

ロ ク ロ 整形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ

,, ,, 

，' � 
� ,, 

� � 
ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガキ

，' ，，， • ヘ ラ ケ ズ リ

,, 

，' 

� 
. . " 

ロ ク ロ 整形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ

，， 

，，， 

� イ本部口縁部直線的•上底気味

ョ コ ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガキ

ロ ク ロ 整形 ・ 薄 手

，， • 櫛状工具の施文

� • ヘ ラ ケ ズ リ

ヨ コ ナ デ

,, • ヘ ラ ナ デ

ヘ ラ ケ ズ リ ・ ヘ ラ ナ デ ・ ヨ コ ナ デ

ロ ク ロ 整形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ

指圧整形

外面 に タ タ キ メ あ り

胎 土

,J妙

,, 

.,. 
• 
• 
� 
� 
� 
,, 
ク ・ 良選

,,. 
，， 
,, 

，， 

� 
小石 （ 多 ）

� 
4妙

，， 

.. 
，，， 

焼 色 刷

出 土状態
成 外 面 内 面

良好 赤褐色 赤褐 色 覆 土

" 暗褐色 暗褐色 � 
� 4 � 床 面i

,, 青灰色 青灰色 覆 土

� � ,, ,, 

,, 灰褐色 灰褐色 床 面

不良 茶褐色 黒 色 ,,. 
.,. 暗褐色 ,, � 

良好 茶褐色 ,, � 
,, 灰 白 色 灰 白 色 ,, 

，' � ,, ，' 

� 茶褐 色 黒 色 ,, 
，， 赤褐 色 暗褐 色 ，' 

,,. ,, 粁灰色 ，' 

,., 青灰色 ，' ,, 
不良 灰黒色 暗褐色 ,, 

,, 灰茶色 茶褐色 ，， 

良好 赤褐色 灰褐色 ,, 
,, 青灰色 青灰色 覆 土

,, 灰褐色 灰褐色 � 
� 青灰色 赤褐色 ，， 
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第 23 号 住 居 址 （ 第 19 図 ）

! 
法 黛 (cm) 焼 色

器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 出 土状！
器 面 口 径 底 径 成 外 面 内 面

1 杯 6. 9 18. 9 8. 8 椀形 ・ 底部平底 • ロ縁部肥厚 ロ ク ロ 整形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ 4秒 良好 灰褐色 黒 色 覆 土

2 ,, �- 9 14. 7 6. 5 ,, • 上底 � ,, � • 糸切 り � � 灰褐 色 � 床 面

3 ，， 4. ti lti. 7 7. U 杯形 ・ ,, � • 糸切 り ,, • � � ,, 

4 ,, 4. 0 12. 7 6. 2 ,, . ,, � "' ，' � 青灰色 青灰色 ，' 

5 ，' 3. \J 8. 1 5. 8 椀形 ・ "' ,, � ,, ,, .. ,,. ，， 

6 • 12. 1 ,, . ,, ( ? )  . 口縁部外反 � " <- "' ，， ,, ，， 

7 壷 13. 1 肩部に丸味同下部に 最大径 • 上底 . ・ ヘ ラ ケ ズ リ ,, ，，， 灰白色 灰白色 � 

8 • 6. 1 上底 ヘ ラ ナ デ ,,. " 青白色 青白色 ，' 

第 24 号 住 居 址 （ 第 19 図 ）

6 I 甕 20. 3 球形胴的 • 最大径は肩部 ・ ロ縁部は直立 I ロ ク ロ 整形 ・ タ タ キ メ
• ロ唇部面取 り

4妙 良好 I 赤灰色 I 赤灰色

第 25 号 住 居 址 （ 第 19 図 ）

杯

甕

10

11

 

4. z I 1 2. 8 I 6. 4 I f本部 ・ ロ緑部直線的 • 平底 ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ケ ズ リ ・ 刻印

30. o I 10. 2 I 7. ti I 長胴 • 口縁部 に最大径があ り ・ 頸部よ り 1 6 本単位の ハ ケ整形 ・ ヨ コ ナ デ
緩 く 外反 • 平底

良好 青灰色 青灰色

不良 灰褐 色 黒褐 色

第 27 号 住 居 址 （ 第 19 図 ）

, 3. 1 1  13. o I 2. 4 1 偏 平宝珠つ ま み ・ 天井音隕形 ・ 嘴状

t:i. 8 ー孔 • 平底 • 薄手

ロ ク ロ 整形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ

ョ コ ナ デ

良好 青灰色 青灰色

不良 灰褐 色 灰褐色



I 
法 fil (cm)  焼 色

器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 出 土状

器 品 口 径 底 径 成 外 面 内 面

14 甕 17. 0 頸部 く 」 の字 ・ ロ椋部肥厚 • 肩 が は る ロ ク ロ 整形 ・ f本部下 タ タ キ 整形 4砂 良好 青灰色 青灰色 覆 土

第28号 住 居址 （ 第20図 ）

1 鉢 23. 3 口縁部内傾 ・ イ本部直線的 ヘ ラ ナ デ I卜砂 良好 赤 色 赤 色 埋甕炉

口緑部が外反 し • 朝頻形態
ョ コ ナ デ 6 本の ハ ケ整形 ・ 鋭 く 浅い 6 本

2 壷 25. 2 の沈線 � ( 多 ） 不良 灰褐 色 灰褐色 穫 土

3 甕 14. 3 口縁部外開 · 端部 面取 り • 最大径 � • 口唇部縄文 ・ 頸部波状 文 · 綾杉状
斜行単線施文

� 良好 褐 色 ，， ，， 

第29号 住 居址 （ 第20 · 21固 ）

4 壷 20. 7 口縁部受 ロ ・ 大形 ヨ コ ナ デ ・ ハ ケ 整形 • 縄文 • 山形沈線文 小石（ 多 ） 良 好 赤褐色 灰褐色 床 面
・ 押 し 引 き 文

5 � 14. 1 口緑部直線的 ・ 面取 り · 頸部つ ぼ ま る � ,,. � ・ 波状文 ,, � 灰褐 色 � ,, 

6 ,, 14. 2 ,, ,, ，' ,, ,, � ，， � 赤 色 赤 色 � 
7 甕 8. 3 口縁部外反 • 最大径 ,, .. • 縄文 ・ 波状文 � ，， 赤褐 色 赤褐 色 ,, 
8 " 15. 5 ,, ,, � ,,. ・ 波状文 ・ ボ タ ン状突起 .. ,, ，' � ,, 

， ，' 22. 2 ，' ，' � ，' ,, • 押引文 ,,. ,, ，， � ,,. 
10 ,, 25. 2 ，' ,,. ・ イ本部直線的 ,, .. � ，' � <- � ,, ，， 

1 1  ,,. 14. 6 � ，， • 口縁部面取 � ,,. ，' ,, � ，， 灰褐色 ,, 

12 ,, 19. 5 "' ,, ,,. • ，' ,, ・ 斜行単線文 ,, .. ,, ，， ，， 

認 ,, 6. 5 椀形 • 平底 • .. • 斜行単線文 <- ，， 黒灰色 � � 
14 鉢 21. 2 口緑内屈 ・ 1本部直線的 ・ ポ タ ン 状突起 ,, • ヘ ラ ナ デ ,, ,, 赤 色 赤 色 ,, 
15 高杯 体部 ・ 脚部 と も 直線的外開 "' ，， ，， ,, 暗褐色 黒褐色 ,, 

35 



36 

法 撒 ( cm ) 焼 色 調

器 種 形 態 上 の 持 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 出
器 高 口 径 底 径 成 外 面 内 面

16 高坪（ ？ ） 上部筒形 ・ 裾部索直 に 外 開 ヨ コ ナ デ ・ タ テ ヘ ラ ミ ガキ ・ ハ ケ ナ デ 4妙 良好 赤 色 茶褐色 床

17 甕 6. 6 やや上底気味 ヨ コ ナ デ ・ タ テ ヘ ラ ナ デ & ，， 赤褐 色 暗褐色

18 ，， 6. 5 � ，， � � � 灰褐色 灰褐色 ' 
1 ,, 9. 0 ，， · l本部直線的 ,, ,, ・ 底部モ ミ 圧痕 � l 多 ） � 灰 白 色 灰 白 色

2 � 9. 3 ,, � 外開 ,, ，， � � 赤褐 色 灰褐色

3 壷 9. 8 ,, � に 大 き く 外開 ヨ コ ヘ ラ ナ デ . 5 本単位ハ ケ ナ デ � .,. 赤 色 ，' 

4 � 11 .  l 平底 ,, ，， . 6 本単位ハ ケ ナ デ � � 黒褐色 黒褐色

土 砿 1 ( 第 21図 ）

5 壷 12. 5 口縁部外開 • 端部面取 ・ 頸部直線的 ヨ コ ナ デ ・ 無節縄文施文 4妙 良好 赤 色 灰褐色 覆

6 � 9. l ，， � ,, 外開 ，， ハ ケ ナ デ ・ 縄文 • 平行沈線 ，， ，， 灰 白 色 ,, 

7 .,. lti. 2 ,, � • 大形 ，' ・ ハ ケ ナ デの ち ヨ コ ナ デ � "' 灰褐色 • 
8 ，， 頸部文様帯で上下屈開 � • 無節縄文地 • 平行沈線 ,, .. 暗褐色 灰 白 色

， 甕 28. 7 頸部強 く 「 く 」 の字形 ・ ロ縁部直線的 ・ 端 ，， ・ ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ ・ ハ ケ ナ デ ・ ，， � 灰褐色 灰褐色
部面取 り ・ 1本部直線的 ・ 大形 縄文 • 波状文

10 壷 14. 6 口縁部内 弯 気味 · 端部丸味 ョ コ ナ デ ・ ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ ・ ハ ケ ナ デ ・

縄 文 ・ 押 し 引 き
� ,, 赤褐 色 赤褐 色

1 1  ,,. 5. 3 平底 ヨ コ ナ デ ・ ハ ケ ナ デ � ，， 黒褐 色 灰褐色



そ の 他出土土器 （ 第21図 ）

遺 法 最 \cm )  焼 色
器 柚 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 出 土状態

器 晶 口 径 底 径 成 外 面 内 面

12 甕 15. 7 口縁部短 か く 外閣 ・ 端部丸味 ・ 顕部1本部 ョ コ ナ デ ・ ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ . 5 本単位の 4 砂 良 好 暗褐色 暗褐色 包含層
に 丸味 工具 に よ る 波状文 • 平行 ・ 斜行単線文

13 � l 台付） f本部 に 丸味 ・ 脚部直線的 ョ コ ナ デ ・ ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ ・ タ テ ヘ ラ ナ デ � ,, 赤 色 赤 色 ,, 

14  蓋 0. 4 擬宝珠つ ま み ・ 天井部内弯 ロ ク ロ 整形 ，， � 育灰色 灰 白 色 � 

15 • 12. 9 口縁部外開 ・ 天井部平担 に 近 い � • 小形 <, • 灰褐色 灰褐色 ,, 

16 ,, 15. o 口縁部外開 わ ず か に 立 ち 上 る ・ ，， ,, • ヘ ラ ケ ズ リ "' � 青灰色 青灰色 ，' 

17 坪 4. 2 12. 8 10. 0 高台付 ． 底部 に 丸味 · Cl縁部 は 外 開 及 び . . � � ，' � 
内傾

18 ,, 3. 2 12. 9 5. 5 1本部直線的 ・ ロ緑部外反 • 上底 ，' • 上底 • 糸 切 り ,, ,, 灰 白 色 灰 白 色 ,, 

19 高杯l ') ) 10. 5 脚部か ・ ロ緑部が直立的 に 立 ち 上が る ,, ・ ヨ コ ナ テ‘ ,, ,, ,, ,., ,, 

37 
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新 田

ふl ハ
第 1 図 位臨図 及 び周辺の遺跡 ( 1 : 20, 000 ) 

1 .  上 見林遺跡 （ 八 ッ塚古墳群 ） 2 .  柳 下遺跡 3 .  鶴前遺跡 4 .  観音

下遺跡 5 .  戸部門遺跡 6 .  会下遺跡 7 .  立町遺跡 8 .  薬師山古墳

群 9 .  � がI( 山古墳群 10. 大伯母古墳 1 1 .  小 El 向古墳 12. 秋薬山古

墳 13. 中郷神社前 方後円墳 （ 培塚 ） 14. 鶴萩古墳 15. 平古墳 16. 八

幡宮古墳 17. 城山古墳 18. 束谷古墳
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1 . 遺跡（ 調査地）遠望

2 .  調査地近景



第 1 · 2 · 3 号住 居址

第 5 号住 居址

第 4 号住 居址

第 8 号住 居址
第29号住 居址
第 9 号住 居址
第10号住居址

第 1 号住 居址 第 15号住居址

第12号住 居址

第13号住 居址

第 1 1 号住 居址

土拡 4

第14号住 居址

第 15号住 居址

柱穴群

第20号住[

第16号住 t



第20 · 21 号住居址

第16 · 27 号住居址 第 1 7 号住 居址

（ 第1 8 号住 居址）

第20 · 21 号住 居址

第17号住 居址

（ 第29号住 居址 ）

第19号住 居址

第20 · 21 号住居址

第 7 号住 居址

（ 第29号住居址 ）
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第25号住 居
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第 8 号 //
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第 1 · 2 · 3 号住 居址

第 1 1 号住 居址 第10号住 居址

第 9 号 ,,. 
第12号住 居址 第29号 ,, 
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第 1 号住居址

第10号

柱穴群 第 1 1 号住 居址
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第 1 号
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15. 第 1 号住 居址主要遺物残存状態

10. 第 1 号住 居址

17. 同 カ マ ド 18. 柱穴及 ひ ヒ I 卜
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19. 第 4 号住居址

20. 第 5 号住居址



21 . 第10号住居址

22. 第11 号住居址
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25. 第12号住 届址



27. 同 カ マ ド

26. 第15号住居址

28. 同 カ マ ド
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31.  第17号住居址 カ マ ド

33. 第20号住居址
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36. 第22号住居址 （ 南 よ り ）

37. 第22 · 23 · 24 · 31 号住 居址 （北西よ り ）
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41 .  第27号住居址

42. 第28号住居址

43. 同 炉
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黄褐 色砂質 土 層 （ 表土 ）

黒褐 色砂質 土層

淡黒褐 色砂 質 層

淡黄褐 色砂 質 層

淡黒褐 色粘質 土層

黒褐 色粘質 土 層

黒色粘質 上層

黄色砂混 り 粘質 土 層
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56. 第 9 号住居址

57. 包 含 層

58. 第29号住 居址
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